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[参加者]
女性農業者5名
農業委員3名
女性議員3名

担い手・後継者
育成

食育の推進と
地元農業への
理解促進

女性農業者へ
の支援と
研修の充実

地産地消の推進と
販路拡大

学校給食への
地元野菜活用

物価高騰への支援と
農業経営補助
制度支援

女性農業者のみなさんの声

　日野町議会の女性議員3名が座談会に参加し、日野町女性農業者さんと意見交換を行いました。 座談会では、女性な
らではの視点から、地域との関わりや農業への思いなど、貴重なお話を伺うことができました。
　今後も現場の声を町政へ届け、議会活動に活かしていきます。

日野町女性農業者座談会

「日野町の農業の魅力と未来」を教えてください

日野町議会女性議員が
 現場の声を伺いました

　議会では、農業委員の皆さんの意見を町政に反映できるよう農業委員会との意見交換会を毎年開催しています。
　そこで今回は、日野町農業委員会の加納文弘会長に、町の農業の魅力や未来についてお話を伺いました。

Q1.日野町の農業の魅力を教えてください。

A.�寒暖差と粘土質の土壌に恵まれ、おいしいお米が育ちます。�
日野米のおいしさには自信があります。その魅力をもっと知って欲しいです。

Q2.子どもたちに伝えたいことは？

A.�子どもたちの「おっちゃんのお米、おいしかったよ」の一言が、今でも忘れ
られない一番の励みです。

　�田植え、稲刈り体験だけでなく、ドローンなどを活用する新しい農業のやり
方にも触れて農業の面白さを感じて欲しいです。

Q3.女性と農業について

A.�女性のきめ細かな気配りや視点は、農業や地域づくりの大きな力です。�
女性が地域を引っ張る存在として、今後の活躍に期待しています。

Q4.日野町の農業の未来は？

A.�農業は農家だけでは守れません。地域や行政、集落、土地を持つ人など、�
みんなで支えていくことが、これからの日野町の農業には必要です。

Q5.農業はなぜ面白いのですか？

A.�自然が相手なので毎年同じことはありません。工夫を重ね、その積み重ねを
次の収穫につなげることが農業の魅力です。

　�「農業は毎年一年生」�
自然が相手だからこそ、毎年新しい学びがあります。

日野町農業委員会会長日野町農業委員会会長
加納文弘加納文弘さんさん

農業は毎年違う。
だから面白い。

　議会の一般質問では年間を通して多くの議員から農業関係の質問が行われています。また産業建設常任委員会で　議会の一般質問では年間を通して多くの議員から農業関係の質問が行われています。また産業建設常任委員会で
行う「調査•研究」でも取り上げることが多い“農業”。今回は特にお米について特集しました。農業は耕作者ほか行う「調査•研究」でも取り上げることが多い“農業”。今回は特にお米について特集しました。農業は耕作者ほか
関係する人が多く町の基幹産業といわれています。米作りや現在の日野町の農業について注目してみました。関係する人が多く町の基幹産業といわれています。米作りや現在の日野町の農業について注目してみました。
＊役場農林課の協力と各専門機関発表の数字を利用して執筆しました。＊役場農林課の協力と各専門機関発表の数字を利用して執筆しました。

特産日野菜のほか
次のような取組みがあります。お米以外の産品

野菜　日野菜・キャベツ・トマト・ねぎ
穀物　麦・大豆
葉物　松・榊・ユーカリ

面積 　
・日野町の“田んぼ(圃場)”はどれだけあるの?
・�中山間地って言われるけど急傾斜地(1/20)にある田んぼはどれだけ?

地区別面積では ※１ha(ヘクタール)は10,000㎡

地区名 面積（ha） 東京ドーム 中山間地（ha）
日野 262 56個分 0
東桜谷 315 67個分 7.2
西桜谷 198 42個分 0.3
西大路 224 48個分 17.2
鎌掛 111 24個分 0
南比都佐 182 39個分 18.2
必佐 390 83個分 0
計 1,682 359個分 42.9

＊東京ドームの敷地面積は４．７ヘクタールです。�
＊�中山間地の面積は急傾斜地（傾斜角度1/20）の補助を受けている面積です。

生産量
・�主な品種はキヌヒカリ・みずかがみ・コシヒカリ・日本晴です。
・�町内では毎年約5,000トンのお米が生産されています。
・�町内で消費されるお米の量は？
　…��一人あたり消費量×人口(約20,000人)=1,068トンと推定されます。�

� (参考:農林水産省発表一人あたりの年間の消費量は53.4kg)
　…��他市町県外への移出は約4,000トンとなりますが、町内では他産地米も

たくさん売られているのでさらに多くのお米が町外で消費されています。

就労者と金額
・�就労者は何人?
　…��2025年農林業センサスより578者��

そのうち担い手� (大規模)�37�者　　営農法人�9者�
� 集落営農�23�者　　小規模個人�(兼業農家等)�509者

・�基幹産業って言われているけど生産量から見るお米の金額はどれだけ？��
（○億円?）�
　�自家消費分や縁故米もあるので正確な数値はありませんが、5,000トンに
キロ単価をかけると計算できます。〇〇億円かな？

ワンポイント

[日野米]
・日野町のお米はおいしいの？
　�日野町は中山間地が多く、粘
土質で水持ちがよい田で栽培
されるお米は良食味と評価さ
れることが多いです。一方で
圃場面積が小さく栽培管理の
手間が多くかかります。

[縁故米]
・ �縁故米とは
　�親戚や友人知人等に譲渡する
もので数量把握が難しいです
が一定数あると予想されます。

[農業連携について]
・�大阪府泉大津市との農業連携
について教えて
　�泉大津市は人口約71,500人、
農地が3％の都市で、生産地と
消費地が連携することで販売
や調達に相互にメリットがあ
ります。7月に同市で開かれる
コメサミットに参加し、また
10月に来町していただき双方
の交流が進む予定です。

▲�連携協定に基づき、令和８年度�
から日野町産の米が泉大津市の�
学校給食等で活用されます。

▲�わたむきねぎ

暮らしを支える暮らしを支える
	 まちの農業	 まちの農業

日野町の日野町の
農業を農業を

紹介するよ紹介するよ
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内容

内容

問

答

無線アクセスポイント等の調達および設置工事により役場庁舎1階から 
4階でのWi-Fi環境を整えるもの

マイナンバーカードによりオンラインで福祉医療の資格確認ができる環境
を整えるためのシステム改修

認定農業者の経営改善に必要な農業用機械の導入支援

住民サービスへの影響や外部へのセキュリティはどうか？

屋根裏工事もあるが、町民の来庁や通常業務に支障が出ないよう、事前にスケ
ジュール調整を厳密に行い、安全管理を徹底する。最新の暗号規格と高度な機
器認証を定めており、国のセキュリティ基準にも合格している。

ピックアップ  庁内ネットワーク無線化機器

ピックアップ  町単独福祉医療費助成事業 1,344万2千円

ピックアップ  担い手育成対策事業　220万6千円

内容 人口減少と高齢化の進行で、家庭内の自助も地域の共助も弱まることから
暮らしの再構築が必須。(いま、私たちができること2025より)
町では自治会活動アンケートや自治会へ依頼している「役」の見直し、補助
金の見直し、進取のまちづくりフォーラム、自治会活動に関する意見交換会
等が進められている。

調査研究  自治会活動・運営について考える

総務
常任委員会

付託案件
1件

提出された議案と結果 〇賛成　×反対

5月臨時会議（5月15日）
●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案
議第１号 財産の取得について（庁内ネットワーク用ノートパソコンおよび周辺機器）

６月定例会議（6月1日～24日）	 議案審査を付託された委員会
【予算決算】予算決算特別委員会　【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会

●全員賛成とした案件
番号 町 長 提 出 議 案 付託先

議第２
～16号

日野町農業委員会委員の任命について
　�加納文弘氏、石沢知惠子氏、滿田久司氏、奥野正巳氏、髙岡忠司氏、北岡寅吉氏、坪倉清司氏�
奥村初代氏、谷田千代子氏、門谷幸夫氏、覀河正樹氏、岡静男氏、高木宗孝氏、三 浩幸氏�
中野良造氏

―

議第17号 工事請負契約について（農村整備事業（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２）） ―

議第18号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その13）） ―

議第19号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線橋梁工事（その１）） ―

議第20号 工事請負契約について（日野中学校体育館空調設備整備工事） ―

議第21号 町道の路線の認定について 産建

議第22号 令和８年度日野町一般会計補正予算（第１号） 予算決算

議第23号 財産の取得について（庁内ネットワーク無線化機器） 総務

議第24号 令和８年度日野町一般会計補正予算（第２号） 予算決算

議第26号 財産の取得について（庁内ネットワークサーバー等機器） ―

番号 議 員 提 出 議 案 　 　

議第25号 日野町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

●賛否が分かれた案件
番号 提出議案 付託先

（結果） 結果 錦
戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加
藤
後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

請願第５号

「食糧法」（主要食糧の需給及び価格の
安定に関する法律）の見直しをやめ国
が主食の価格と需要に責任をもち、国
民への安定供給を支えに十分な備蓄を
行うことを求める請願書

産建
（不採択）

不採択 × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × /

決議案第１号

皇室の安定的皇位継承を確保するた
めの法整備の早期実現を求める
意見書決議について
※決議の内容については
二次元コードから
ご覧いただけます

－ 決議 ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ /

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。
予算決算
特別委員会

 
付託案件

2件

問

問

答

答

マイナンバーカードによりオンラインで福祉医療費助成の資格が確認できる
ことについての事務的効果と利用者の利点は何か。

令和２年の国勢調査では農業従事者は509人であった。この事業は農業の担
い手が対象となると考えるが、509人の農業従事者のうち担い手となるのは
何人か。またこの事業を受けるハードルは高いのか。

医療機関からの資格確認照会と受給資格データの正確性が向上する。また迅速
な資格確認が可能となることから受給券を忘れても受診でき、過誤処理の減少
も期待できる。

この事業の対象者は地域計画に位置付けられた農業者である。認定農業者
は約60人、認定新規就農者は３名、農事組合法人は９法人であり、ハードル
は比較的高いが、地域計画の実現に向けて取り組んでいただく農業者を支
援していくものである。

福祉医療のオンライン化による利点は何か 委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

▶
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

出典：厚生労働省ホームページ
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庁内ネットワーク機器のセキュリティは安全か

次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

内容

内容

内容

問

答

無線アクセスポイント等の調達および設置工事により役場庁舎1階から 
4階でのWi-Fi環境を整えるもの

マイナンバーカードによりオンラインで福祉医療の資格確認ができる環境
を整えるためのシステム改修

認定農業者の経営改善に必要な農業用機械の導入支援

住民サービスへの影響や外部へのセキュリティはどうか？

屋根裏工事もあるが、町民の来庁や通常業務に支障が出ないよう、事前にスケ
ジュール調整を厳密に行い、安全管理を徹底する。最新の暗号規格と高度な機
器認証を定めており、国のセキュリティ基準にも合格している。

ピックアップ  庁内ネットワーク無線化機器

ピックアップ  町単独福祉医療費助成事業 1,344万2千円

ピックアップ  担い手育成対策事業　220万6千円

内容 人口減少と高齢化の進行で、家庭内の自助も地域の共助も弱まることから
暮らしの再構築が必須。(いま、私たちができること2025より)
町では自治会活動アンケートや自治会へ依頼している「役」の見直し、補助
金の見直し、進取のまちづくりフォーラム、自治会活動に関する意見交換会
等が進められている。

調査研究  自治会活動・運営について考える

総務
常任委員会

付託案件
1件

提出された議案と結果 〇賛成　×反対

5月臨時会議（5月15日）
●全員賛成とした案件

番号 町長提出議案
議第１号 財産の取得について（庁内ネットワーク用ノートパソコンおよび周辺機器）

６月定例会議（6月1日～24日）	 議案審査を付託された委員会
【予算決算】予算決算特別委員会　【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会

●全員賛成とした案件
番号 町長提出議案 付託先

議第２
～16号

日野町農業委員会委員の任命について
　�加納文弘氏、石沢知惠子氏、滿田久司氏、奥野正巳氏、髙岡忠司氏、北岡寅吉氏、坪倉清司氏�
奥村初代氏、谷田千代子氏、門谷幸夫氏、覀河正樹氏、岡静男氏、高木宗孝氏、三 浩幸氏�
中野良造氏

―

議第17号 工事請負契約について（農村整備事業（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２）） ―

議第18号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その13）） ―

議第19号 工事請負契約について（町道西大路鎌掛線橋梁工事（その１）） ―

議第20号 工事請負契約について（日野中学校体育館空調設備整備工事） ―

議第21号 町道の路線の認定について 産建

議第22号 令和８年度日野町一般会計補正予算（第１号） 予算決算

議第23号 財産の取得について（庁内ネットワーク無線化機器） 総務

議第24号 令和８年度日野町一般会計補正予算（第２号） 予算決算

議第26号 財産の取得について（庁内ネットワークサーバー等機器） ―

番号 議員提出議案　　

議第25号 日野町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

●賛否が分かれた案件
番号 提出議案 付託先

（結果） 結果 錦
戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加
藤
後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

請願第５号

「食糧法」（主要食糧の需給及び価格の
安定に関する法律）の見直しをやめ国
が主食の価格と需要に責任をもち、国
民への安定供給を支えに十分な備蓄を
行うことを求める請願書

産建
（不採択）

不採択 × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × /

決議案第１号

皇室の安定的皇位継承を確保するた
めの法整備の早期実現を求める
意見書決議について
※決議の内容については
二次元コードから
ご覧いただけます

－ 決議 ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ /

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。
予算決算
特別委員会

 
付託案件

2件

問

問

答

答

マイナンバーカードによりオンラインで福祉医療費助成の資格が確認できる
ことについての事務的効果と利用者の利点は何か。

令和２年の国勢調査では農業従事者は509人であった。この事業は農業の担
い手が対象となると考えるが、509人の農業従事者のうち担い手となるのは
何人か。またこの事業を受けるハードルは高いのか。

医療機関からの資格確認照会と受給資格データの正確性が向上する。また迅速
な資格確認が可能となることから受給券を忘れても受診でき、過誤処理の減少
も期待できる。

この事業の対象者は地域計画に位置付けられた農業者である。認定農業者
は約60人、認定新規就農者は３名、農事組合法人は９法人であり、ハードル
は比較的高いが、地域計画の実現に向けて取り組んでいただく農業者を支
援していくものである。

福祉医療のオンライン化による利点は何か 委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

▶
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

出典：厚生労働省ホームページ
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一
般
質
問

地域振興
対　策

特別委員会

産業建設
常任委員会

さらなる議会改革に向けて！！
調査研究   地域福祉の“今”を調査

5つの視点から現行事業の改善点を検証 町道・県道それぞれの管理と
将来を見据えた計画は？

付託案件
1件

町道の路線の認定について

  「食糧法」の見直しをやめ国が主食の価格と需要に責任をもち国
民への安定供給を支えに十分な備蓄を行うことを求める請願書

新こども園建設に向け、出雲川沿いの河川管理道路を町道に認定

請願者（町内生産者）の実態を含めた国の見直し案の効果を検証する

新こども園開園に向けての安全管理等の計画は？

新こども園開園時の保護者送迎導線や安全確保について、最善の注意を払
いながら整備計画を進めていく予定である。

内容

ポイント

問

答

ピックアップ

町道、県道等の移管、認定について調査研究

　若い女性が子育てや仕事、日々の暮らしについて将来像を描きにくい状況が
あるという課題に対しその状況を改善するためには５つの視点が必要ではない
かと仮説を立てました。その視点で２回にわたり関連する18事業の検証を行い
ました。

　今回出た結論を基に、何が必要なのかをまとめ住民との意見交換会を経て、現行事業の改善提案と具体的な
政策提言へとつなげてまいります。

議会力
向　上

特別委員会
女性議員が働きやすい環境に向けて女性議員が働きやすい環境に向けて
　女性が働きやすい環境づくりとして、委員会においてオンラインで参加できる
環境整備に取り組もうと「Zoom」でテスト運用していくことを決めました。子ど
もなど家族が感染症にかかった場合に、自宅からの参加が可能になります。

スタートした取り組み
・�議員のなり手不足改善への取り組み�
　年度末までに報酬審議会に提言�
　オンライン参加のテスト運用
・予算·決算資料様式の改定を検討

今後の取り組み・課題
・常任委員会の機能強化
　　委員会開催前に議員間討議の実施
・意見交換会後のフィードバック
・広報·広聴の更なる充実（継続）

請願の趣旨は理解できるが国の見直し案は実態に基づいたものである。

この数年の主食を取り巻く混乱も含めて国は方針を再考するべきである。

必要な5つの視点
１．働き方や就労支援の強化
２．子育て支援施策の利用しやすさの向上
３．�地域とのつながりや若者の居場所�
づくりの充実

４．生活環境や交通環境の改善　　
５．�情報発信の強化と相談体制の一元化

事業検証後のまとめ
　若い女性が子育てに関して不安を抱かないための事
業や、現代の働き方に関する悩みの解決につながる事業
など、多様な取り組みが実施されており、日野町は決し
て子育てしにくい町ではないことを確認しました。
　しかし、それらの事業の「見せ方」「届き方」「使われ
方」には、改善の余地があり、事業の効果が十分に活か
しきれていないことが判明しました。

政策立案、提言に向けての研修会を実施　政策立案、提言に向けての研修会を実施　
　昨年度から引き続き、地方公共団体政策支援機構から講師を招いた研修会を、６月９日に実施しました。今回
は、午前に「常任委員会の活性化について」午後は「広聴の取組み」について、グループワーク形式で意見交換、
発表しながら学びました。

若い世代、女性の考えを政策に結びつけるため、意見交換会を開催予定若い世代、女性の考えを政策に結びつけるため、意見交換会を開催予定
　町の課題と将来を考える上で、若者、女性の考えを反映させた町づくりを地域振興対策特別委員会で議論して
います。そこで決めたテーマをもとに、10月から現地開催を２回、オンライン開催を１回実施していく予定です。

賛成討論

反対討論

請願
審査

●進む介護予防、追いつかない担い手確保

●若者支援は強化が必要

●生活困窮・外国籍支援では新たな課題も

おたっしゃ教室や男性の運動教室、脳いきいきゲームリーダー教室、金曜サ
ロンなど多くの事業が行われており成果をあげている。一方、運動サポータ
ーや脳いきいきゲームの新たな担い手確保が課題となっている。

若者支援・不登校支援は、令和８年度から日野里山フリースクールへ子ども
に特化した事業委託を開始し、社会福祉協議会への委託と併せて進めている。
今後も関係機関との連携を強化し、支援体制の充実を図る。�

相談窓口の拡充や連携は進む一方、日本語の理解が難しい方もいることから
必要な支援が届きにくい状況も見られる。

　厚生常任委員会では、町が社会福祉協議会へ委託している事業について調査を行
い、介護予防、若者支援、生活困窮支援など、地域福祉の現状と課題を確認しました。

委員会としては関係機関の連携をさらに強め、支援体制の充実
を図る必要があると認識します。

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

厚　生
常任委員会

付託案件
なし
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一
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問

地域振興
対　策

特別委員会

産業建設
常任委員会

さらなる議会改革に向けて！！
調査研究   地域福祉の“今”を調査

5つの視点から現行事業の改善点を検証 町道・県道それぞれの管理と
将来を見据えた計画は？

付託案件
1件

町道の路線の認定について

  「食糧法」の見直しをやめ国が主食の価格と需要に責任をもち国
民への安定供給を支えに十分な備蓄を行うことを求める請願書

新こども園建設に向け、出雲川沿いの河川管理道路を町道に認定

請願者（町内生産者）の実態を含めた国の見直し案の効果を検証する

新こども園開園に向けての安全管理等の計画は？

新こども園開園時の保護者送迎導線や安全確保について、最善の注意を払
いながら整備計画を進めていく予定である。

内容

ポイント

問

答

ピックアップ

町道、県道等の移管、認定について調査研究

　若い女性が子育てや仕事、日々の暮らしについて将来像を描きにくい状況が
あるという課題に対しその状況を改善するためには５つの視点が必要ではない
かと仮説を立てました。その視点で２回にわたり関連する18事業の検証を行い
ました。

　今回出た結論を基に、何が必要なのかをまとめ住民との意見交換会を経て、現行事業の改善提案と具体的な
政策提言へとつなげてまいります。

議会力
向　上

特別委員会
女性議員が働きやすい環境に向けて女性議員が働きやすい環境に向けて
　女性が働きやすい環境づくりとして、委員会においてオンラインで参加できる
環境整備に取り組もうと「Zoom」でテスト運用していくことを決めました。子ど
もなど家族が感染症にかかった場合に、自宅からの参加が可能になります。

スタートした取り組み
・�議員のなり手不足改善への取り組み�
　年度末までに報酬審議会に提言�
　オンライン参加のテスト運用
・予算·決算資料様式の改定を検討

今後の取り組み・課題
・常任委員会の機能強化
　　委員会開催前に議員間討議の実施
・意見交換会後のフィードバック
・広報·広聴の更なる充実（継続）

請願の趣旨は理解できるが国の見直し案は実態に基づいたものである。

この数年の主食を取り巻く混乱も含めて国は方針を再考するべきである。

必要な5つの視点
１．働き方や就労支援の強化
２．子育て支援施策の利用しやすさの向上
３．�地域とのつながりや若者の居場所�
づくりの充実

４．生活環境や交通環境の改善　　
５．�情報発信の強化と相談体制の一元化

事業検証後のまとめ
　若い女性が子育てに関して不安を抱かないための事
業や、現代の働き方に関する悩みの解決につながる事業
など、多様な取り組みが実施されており、日野町は決し
て子育てしにくい町ではないことを確認しました。
　しかし、それらの事業の「見せ方」「届き方」「使われ
方」には、改善の余地があり、事業の効果が十分に活か
しきれていないことが判明しました。

政策立案、提言に向けての研修会を実施　政策立案、提言に向けての研修会を実施　
　昨年度から引き続き、地方公共団体政策支援機構から講師を招いた研修会を、６月９日に実施しました。今回
は、午前に「常任委員会の活性化について」午後は「広聴の取組み」について、グループワーク形式で意見交換、
発表しながら学びました。

若い世代、女性の考えを政策に結びつけるため、意見交換会を開催予定若い世代、女性の考えを政策に結びつけるため、意見交換会を開催予定
　町の課題と将来を考える上で、若者、女性の考えを反映させた町づくりを地域振興対策特別委員会で議論して
います。そこで決めたテーマをもとに、10月から現地開催を２回、オンライン開催を１回実施していく予定です。

賛成討論

反対討論

請願
審査

●進む介護予防、追いつかない担い手確保

●若者支援は強化が必要

●生活困窮・外国籍支援では新たな課題も

おたっしゃ教室や男性の運動教室、脳いきいきゲームリーダー教室、金曜サ
ロンなど多くの事業が行われており成果をあげている。一方、運動サポータ
ーや脳いきいきゲームの新たな担い手確保が課題となっている。

若者支援・不登校支援は、令和８年度から日野里山フリースクールへ子ども
に特化した事業委託を開始し、社会福祉協議会への委託と併せて進めている。
今後も関係機関との連携を強化し、支援体制の充実を図る。�

相談窓口の拡充や連携は進む一方、日本語の理解が難しい方もいることから
必要な支援が届きにくい状況も見られる。

　厚生常任委員会では、町が社会福祉協議会へ委託している事業について調査を行
い、介護予防、若者支援、生活困窮支援など、地域福祉の現状と課題を確認しました。

委員会としては関係機関の連携をさらに強め、支援体制の充実
を図る必要があると認識します。

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

厚　生
常任委員会

付託案件
なし
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一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序

町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答スペースの関係で〇のついた番号の質問と答
弁を掲載しています。弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をイン�一般質問において議員が使用した資料をイン
ターネットでご覧いただけます。ターネットでご覧いただけます。

一般質問の一般質問の
録画視聴ができます録画視聴ができます

一般質問の配付資料を一般質問の配付資料を
ご覧いただけますご覧いただけます

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ
１ 谷

たに
口
ぐち
　智

とも
哉
や

1	 「ともに創るまち」における住民協働と成果とは何か P.9

２ 福
ふく
永
なが
　晃

あき
仁
ひと 1	 ひとづくりと青年教育

2	 観光振興と住民の暮らし P.10

３ 後
ご
藤
とう
　勇

ゆう
樹
き

1	 名神名阪連絡道路の進捗と町内ＩＣ設置について問う
2	 日野の新たな文化創出と滋賀ＤＣへの取組みを問う
3	 	本年度から始まった「子ども・子育て支援金制度」について

伺う
P.11

４ 川
かわ
東
ひがし
　昭

あき
男
お 1	 農村下水道の公共下水道への接続について

2	 マイナンバーカードの普及・利活用について P.12

５ 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か

1	 子どもたちの学習環境について P.13

６ 西
にし
澤
ざわ
　正

まさ
治
はる

1	 道路整備について P.14

７ 髙
たか
橋
はし
　源

げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 日野中学校卒業生の同窓会に町から補助金を

2	 路肩に繁茂する雑草除去の管理責任者は誰か P.15

８ 野
の
矢
や
　貴

たか
之
ゆき

1	 行政が主体的に役の整理に取り組むべきでは P.16

９ 山
やま
本
もと
　秀

ひで
喜
き

1	 「日野町こども家庭センター」の運営は
2	 	生きづらさを抱える子どもたちをみんなで支え合う	

町づくりは
P.17

10 松
まつ
田
だ
　洋

よう
子
こ

1	 中学校の給食無償化はどうなる
2	 	燃油資材高騰による町内業者・福祉施設への影響と町の対

応
P.18

11 加
か とう

　和
かず
幸
ゆき 1	 騒音・低周波公害の訴えとその対策

2	 林業センター休日貸室停止について P.19

12 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 日野町結婚新生活支援補助金の制度利用拡大にむけて

2	 綿向山冬季登山者の交通手段を考える P.20

13 中
なか
西
にし
　佳

けい
子
こ 1	 結婚支援の充実について

2	 幼児教育・保育の充実について P.21

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

　
本
来
、役
場
と
し

て
目
指
す
べ
き
成
果

と
は
、事
業
を
実
施
す
る
こ

と
そ
の
も
の
で
は
な
く
、町

民
の
皆
さ
ん
の
行
動
や
意
識

の
変
化
を
促
す
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、行
政
だ

け
が
動
く
の
で
は
な
く
、町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、そ
の
中
で

役
場
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
な
の
か
を
改
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、第
6
次

日
野
町
総
合
計
画
に
あ
る

「
と
も
に
創
る
ま
ち
」と
い
う

言
葉
に
つ
い
て
、そ
の
意
味

を
改
め
て
整
理
し
、住
民
の

皆
さ
ん
と
も
共
有
で
き
る
よ

う
な
質
問
を
し
て
い
く
。

　「
と
も
に
創
る
ま
ち
」と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態

を
指
す
の
か
。ま
た
、こ
の
言

葉
を
総
合
計
画
に
位
置
付
け

た
意
図
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
の
言
葉
は
、
第

6
次
日
野
町
総
合
計

画
で
め
ざ
す
未
来
像
を
現
し

た
も
の
に
な
り
、
そ
の
思
い

に
は
町
の
課
題
に
対
し
て
行

政
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
や

企
業
、
地
域
団
体
な
ど
、
町

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
、
価

値
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。「
住
民
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
社

会
」「
地
域
全
体
で
課
題
を

共
有
し
、
持
続
可
能
で
元
気

な
未
来
を
目
指
す
こ
と
」
を

重
視
し
、
住
民
と
行
政
が
協

力
し
て
歩
む
こ
と
が
、
こ
の

理
念
を
実
現
す
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
「
と
も
に
創
る
ま
ち
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
人
々
の

絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
よ
り

よ
い
未
来
を
作
っ
て
い
こ
う

と
い
う
目
標
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
思
い
を
胸
に
、

皆
さ
ん
と
共
に
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
日

野
町
の
強
み
は
何
か
。

　
日
野
町
の
強
み
は

自
分
達
の
集
落
や
町

の
こ
と
は
自
分
達
で
考
え
て

や
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
く
る

「
自
治
力
」
に
あ
る
と
考
え

る
。

　
総
合
計
画
に
お
い

て
、行
政
の
役
割
と

そ
の
成
果
指
標
は
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、住
民
の
役
割
お
よ
び

そ
の
成
果
や
目
標
は
ど
の
よ

う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

　
行
政
の
役
割
は
、

総
合
計
画
各
分
野
の

目
標
や
施
策
を
実
現
す
る
た

め
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
。そ
の
成
果
は
、

住
民
意
識
調
査
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
進
捗
を
確
認
し
な

が
ら
、
計
画
で
掲
げ
た
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
計
画
作
成
の
段
階

か
ら
住
民
の
参
加
を
重
視

し
、
計
画
の
実
行
で
は
「
住

民
自
治
」
を
中
心
に
行
政
と

住
民
が
協
力
す
る
形
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
協
力

に
よ
り
、
住
民
が
地
域
課
題

に
主
体
的
に
取
り
組
み
、
計

画
が
目
指
す
状
態
に
近
づ
く

住民が地域課題に主体的に取り組み、計画が目指す 
状態に近づくこと

「ともに創るまち」における住民協働と成果とは何か

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
住
民
が
主
体
的
に

取
り
組
む「
住
民
協

働
」が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば

そ
の
成
果
や
目
標
は
ど
の
よ

う
に
共
有
し
、ど
の
よ
う
に

主
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
て

い
く
事
が
理
想
と
と
ら
え
て

い
る
か
。　「

住
民
協
働
」
を

成
功
さ
せ
る
に
は
、

め
ざ
す
姿
や
課
題
解
決
の
方

向
性
を
住
民
と
行
政
が
し
っ

か
り
共
有
し
、
住
民
の
主
体

的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
日
常
的
な
情
報

共
有
を
進
め
、
地
域
課
題

に
住
民
が
積
極
的
に
か
か

わ
る
仕
組
み
作
り
を
め
ざ

し
、
行
政
は
住
民
活
動
を

支
援
す
る
場
や
人
材
育
成

を
進
め
、
地
域
団
体
や

N
P
O
へ
の
支
援
を
強
化

し
、
行
政
と
住
民
が
「
と

も
に
創
る
ま
ち
」
と
い
う

実
感
が
得
ら
れ
る
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
。
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民
の

皆
さ
ん
と
も
共
有
で
き
る
よ

う
な
質
問
を
し
て
い
く
。

　「
と
も
に
創
る
ま
ち
」と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態

を
指
す
の
か
。ま
た
、こ
の
言

葉
を
総
合
計
画
に
位
置
付
け

た
意
図
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
の
言
葉
は
、
第

6
次
日
野
町
総
合
計

画
で
め
ざ
す
未
来
像
を
現
し

た
も
の
に
な
り
、
そ
の
思
い

に
は
町
の
課
題
に
対
し
て
行

政
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
や

企
業
、
地
域
団
体
な
ど
、
町

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
、
価

値
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。「
住
民
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
社

会
」「
地
域
全
体
で
課
題
を

共
有
し
、
持
続
可
能
で
元
気

な
未
来
を
目
指
す
こ
と
」
を

重
視
し
、
住
民
と
行
政
が
協

力
し
て
歩
む
こ
と
が
、
こ
の

理
念
を
実
現
す
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
「
と
も
に
創
る
ま
ち
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
人
々
の

絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
よ
り

よ
い
未
来
を
作
っ
て
い
こ
う

と
い
う
目
標
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
思
い
を
胸
に
、

皆
さ
ん
と
共
に
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
日

野
町
の
強
み
は
何
か
。

　
日
野
町
の
強
み
は

自
分
達
の
集
落
や
町

の
こ
と
は
自
分
達
で
考
え
て

や
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
く
る

「
自
治
力
」
に
あ
る
と
考
え

る
。

　
総
合
計
画
に
お
い

て
、行
政
の
役
割
と

そ
の
成
果
指
標
は
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、住
民
の
役
割
お
よ
び

そ
の
成
果
や
目
標
は
ど
の
よ

う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

　
行
政
の
役
割
は
、

総
合
計
画
各
分
野
の

目
標
や
施
策
を
実
現
す
る
た

め
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
。そ
の
成
果
は
、

住
民
意
識
調
査
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
進
捗
を
確
認
し
な

が
ら
、
計
画
で
掲
げ
た
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
計
画
作
成
の
段
階

か
ら
住
民
の
参
加
を
重
視

し
、
計
画
の
実
行
で
は
「
住

民
自
治
」
を
中
心
に
行
政
と

住
民
が
協
力
す
る
形
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
協
力

に
よ
り
、
住
民
が
地
域
課
題

に
主
体
的
に
取
り
組
み
、
計

画
が
目
指
す
状
態
に
近
づ
く

住民が地域課題に主体的に取り組み、計画が目指す 
状態に近づくこと

「ともに創るまち」における住民協働と成果とは何か

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
住
民
が
主
体
的
に

取
り
組
む「
住
民
協

働
」が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば

そ
の
成
果
や
目
標
は
ど
の
よ

う
に
共
有
し
、ど
の
よ
う
に

主
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
て

い
く
事
が
理
想
と
と
ら
え
て

い
る
か
。　「

住
民
協
働
」
を

成
功
さ
せ
る
に
は
、

め
ざ
す
姿
や
課
題
解
決
の
方

向
性
を
住
民
と
行
政
が
し
っ

か
り
共
有
し
、
住
民
の
主
体

的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
日
常
的
な
情
報

共
有
を
進
め
、
地
域
課
題

に
住
民
が
積
極
的
に
か
か

わ
る
仕
組
み
作
り
を
め
ざ

し
、
行
政
は
住
民
活
動
を

支
援
す
る
場
や
人
材
育
成

を
進
め
、
地
域
団
体
や

N
P
O
へ
の
支
援
を
強
化

し
、
行
政
と
住
民
が
「
と

も
に
創
る
ま
ち
」
と
い
う

実
感
が
得
ら
れ
る
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
。
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一 質般 問

観
光
振
興
と
住
民
の
暮
ら
し

歴
史
文
化・教
育・地
域
経
済
が
つ
な
が
る
観
光
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す

名神名阪連絡道路の進捗と町内IC設置について問う

地元の熱い思いを県・国へ届け早期着工を目指す

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
名
神
名
阪
連
絡
道

路
は
、
産
業
振
興
や

防
災
力
向
上
、
国
道
３
０
７

号
の
渋
滞
緩
和
と
交
通
の
安

全
に
不
可
欠
な
基
盤
で
あ
る
。

日
野
町
議
会
は
本
計
画
へ
の

反
対
者
を
除
く
12
議
員
で
名

神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促
進

日
野
町
議
会
議
員
連
盟
を
組

織
し
、
県
担
当
者
に
よ
る
勉

強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
早

期
着
工
に
向
け
活
発
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。現
在
、国
・

県
に
お
い
て
計
画
の
具
体
化

に
向
け
た
調
査
・
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
４

項
目
を
問
う
。

①
今
年
度
の
進
捗
予
定
と
事

業
の
現
在
地
に
つ
い
て
。

②
町
内
へ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）設
置
に
つ
い
て
。

③
周
辺
道
路
の
整
備
と
ま
ち

づ
く
り
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

④
広
域
連
携
と
促
進
活
動
の

強
化
に
つ
い
て
。

①
県
に
よ
る
第
２
回

目
の
広
域
意
見
聴
取

結
果
の
分
析
や
、
将
来
の
交

通
流
動
・
整
備
効
果
を
分
析

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
は
第
４
回
目
の
有
識
者

会
議
に
向
け
た
準
備
段
階

で
、
事
業
主
体
や
ス
キ
ー
ム

に
つ
い
て
国
と
県
が
協
議
を

進
め
て
い
る
。

②
ル
ー
ト
帯
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
Ｉ
Ｃ
設
置
場
所
の

要
望
は
し
て
い
な
い
。

③
町
内
で
は
新
設
道
路
の
整

備
要
望
が
多
く
、
今
後
、
本

道
路
計
画
の
ル
ー
ト
帯
が
示

さ
れ
れ
ば
要
望
さ
れ
て
い
る

町
内
道
路
整
備
と
連
携
さ
せ

整
備
に
取
り
組
む
。

④
沿
線
の
東
近
江
市
、
甲
賀

市
、
伊
賀
市
、
日
野
町
に
加

え
、
名
張
市
、
近
江
八
幡
市
、

湖
南
市
、
竜
王
町
の
６
市
２

町
で
組
織
す
る
期
成
同
盟
会

で
、
中
央
要
望
、
近
畿
・
中

部
地
方
整
備
局
、
各
県
へ
の

要
望
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
は
東
京
で
促
進
大
会
も
開

催
さ
れ
、
機
運
を
高
め
て
い

く
。

　
過
去
の
文
化
遺
産

を
守
り
継
承
す
る
取

組
み
に
加
え
、
令
和
の
時
代

の
新
た
な
文
化
創
出
に
つ
い

て
の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
来

年
秋
に
開
催
さ
れ
る
滋
賀
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
に
向
け
ど

の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
ど

の
よ
う
な
形
態
で
の
受
け
入

れ
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
新
た
な
文
化
創
出

は
、
日
野
を
日
野
た

ら
し
め
て
い
る
歴
史
文
化
を

原
動
力
と
し
、
町
民
が
主
体

と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
滋
賀

Ｄ
Ｃ
は
令
和
９
年
の
本
番
に

向
け
本
年
の
プ
レ
、
令
和
10

年
の
ア
フ
タ
ー
と
開
催
さ
れ

る
27
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
本
町
の
魅
力
を
内
外
に

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉

え
て
い
る
。
議
員
か
ら
も
ご

提
案
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う

に
、
町
内
の
神
社
仏
閣
等
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
周
遊
を

促
す
企
画
の
調
整
を
現
在
進

め
て
い
る
。
自
然
面
で
も
風

景
や
暮
ら
し
等
の
日
野
ら
し

さ
に
光
を
当
て
た
取
組
み
を

進
め
た
い
。
Ｄ
Ｃ
開
催
に
あ

た
り
日
野
駅
等
か
ら
の
２
次

交
通
の
あ
り
方
を
検
証
す
べ

く
、
期
間
中
の
土
日
祝
日
に

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証

実
験
を
実
施
し
、
公
共
交
通

の
運
行
を
検
討
し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担

い
手
不
足
が
進
む
中
で
青

年
・
若
者
世
代
へ
の
教
育
や

地
域
活
動
を
通
じ
た
育
成
は
、

単
な
る
人
材
確
保
で
は
な
く
、

自
ら
課
題
解
決
に
関
わ
る
住

民
を
育
て
る
営
み
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。当
町
に
お
い
て
も
、こ
れ

ま
で
青
年
団
や
女
性
会
活
動
、

公
民
館
や
子
ど
も
会
活
動
な

ど
、社
会
教
育
を
基
盤
と
し

た
地
域
づ
く
り
の
歴
史
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
蓄
積
を
現
代
に
生
か
し
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
今
回

は
現
在
の
20
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
青
年
層
に
対
す
る
町
の

施
策
の
現
状
と
方
向
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
青
年
・
若
者
世
代
の
地
域

参
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

課
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

現
在
行
っ
て
い
る
施
策
は
。

②
子
ど
も
期
の
16
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
ふ
る
さ
と
学
習
を

青
年
期
以
降
へ
ど
の
よ
う
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
。ま
た
、

ど
の
よ
う
な
ひ
と
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
考
え
か
。

①
青
年
・
若
者
世
代

は
地
域
の
中
心
と
な

り
引
っ
張
っ
て
頂
き
た
い
存

在
で
す
が
、考
え
の
多
様
化

や
価
値
観
の
違
い
、繋
が
り

の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
地
域

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
減

少
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。現
在
の
施
策
と
し
て
教

育
分
野
で
は「
二
十
歳
の
つ

ど
い
」実
行
委
員
や
公
民
館

活
動
、少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
指
導
者
等
で
活
躍
い

た
だ
い
て
ま
す
。ま
た
、若
者

会
議
や
少
年
セ
ン
タ
ー
で
の

学
習
支
援
、青
年
団
活
動
な

ど
で
も
地
域
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
当
町
で
の
豊
か
な
学
び
・

体
験
こ
そ
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
育
み
、誇
り
を
持
っ

て
青
年
期
に
お
け
る
地
域
参

画
に
繋
が
る「
土
壌
」に
な
る

と
確
信
し
て
お
り
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
た

だ
く
大
切
な
主
体
者
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
年
・
若
者
世
代
の
感
性
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
寄
り
添

い
な
が
ら
青
年
教
育
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
は
地
域
文
化

の
継
承
、地
域
経
済

の
循
環
、関
係
人
口
創
出
、さ

ら
に
は
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
醸
成
に
も
大
き
く
関

わ
る
重
要
政
策
で
あ
り
ま
す
。

近
江
日
野
商
人
の
文
化
、日

野
祭
を
始
め
と
し
た
祭
事
、

町
並
み
、農
村
風
景
、近
江
日

野
田
舎
体
験
な
ど
、他
地
域

に
は
な
い
独
自
資
源
を
有
し

て
い
る
一
方
で
、「
観
光
資
源

と
し
て
の
認
知
不
足
」「
滞
在

型
観
光
の
弱
さ
」「
情
報
発
信

力
」「
民
間
連
携
」「
担
い
手
不

足
」な
ど
が
大
き
な
課
題
と

感
じ
、伺
い
ま
す
。

①
現
在
の
観
光
施
策
に
お
け

る
最
大
の
課
題（
体
制
、各
課

横
断
的
施
策
、デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）へ
の
認
識

は
。ま
た
、日
野
観
光
協
会
と

の
連
携
状
況
は
ど
う
か
。

②
観
光
施
策
と
教
育
の
連
動

を
通
じ
た「
住
民
自
身
が
語

れ
る
ま
ち
」を
ど
の
よ
う
に

育
て
て
い
く
考
え
か
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

①
体
制
に
つ
い
て
、

マ
ン
パ
ワ
ー
等
十
分

で
あ
り
ま
せ
ん
が
限
ら
れ
た

体
制
の
中
で
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
各
課
の
垣
根
を
越
え

た
取
り
組
み
、民
間
と
の
連

携
が
必
要
で
す
。デ
ジ
タ
ル

分
野
に
お
い
て
は
発
信
の
体

制
等
仕
組
み
の
整
備
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。日
野
観

光
協
会
と
は
月
一
回
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
、観
光
振
興
の
両
輪
と
し

て
施
策
の
推
進
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

②
小
中
学
生
を
対
象
に
、地

域
の
自
然
・
歴
史
文
化
・
産
業

に
触
れ
る「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
継
続
、学
習
成
果
の
情
報

発
信
や
ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ド
を

通
じ
た
観
光
振
興
へ
の
参
画

を
検
討
し
ま
す
。当
町
の
資

源
で
あ
る「
人
の
魅
力
」や
住

民
が
普
段
着
の
言
葉
で
語
る

「
日
常
の
暮
ら
し
」は
優
れ
た

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。社
会
教
育
活
動

を
通
じ
た「
多
様
な
世
代
の

語
り
部
」育
成
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。

◇
要
望
と
し
て

　
ル
ー
ト
帯
が
未
定
だ
か
ら
こ
そ
、町
内
へ
の
Ｉ
Ｃ
設
置
を
強
く
要

望
し
、そ
れ
に
沿
っ
た
ル
ー
ト
案
を
提
示
す
べ
き
。

　
町
内
企
業
と
も
連
携
し
、町
内
Ｉ
Ｃ
が
実
現
し
た
場
合
の
経
済
効

果
や
、そ
れ
に
伴
う
雇
用
や
税
収
へ
の
効
果
を
試
算
し
、具
体
的
な
数

字
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、町
内
世
論
の
後
押
し
を
得
る
こ
と
が
大
切
。

税
収
増
は
町
民
福
祉
向
上
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
、あ
ら
ゆ
る
機

会
に
町
民
に
周
知
し
て
い
く
努
力
を
期
待
す
る
。

↑
6
月
10
日
、名
神
名
阪
連
絡
道

路
整
備
促
進
甲
賀
市
議
会
議
員

連
盟
の
正
副
会
長
と
事
務
局
の

皆
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
、杉
浦
議
長

と
日
野
町
議
連
会
長
の
後
藤
、副

会
長
の
野
矢
議
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

�

日
野
の
新
た
な
文
化
創
出
と�

滋
賀
Ｄ
Ｃ
へ
の
取
組
み
を
問
う

新
旧
の
文
化
融
合
と
い
う
視
点
を

参
考
に
し
な
が
ら
取
組
み
た
い

地域づくりの主体者として関わっていただける
青年教育を進めます

ひとづくりと青年教育

▲日野町には国指定の重文をはじ
め、多くの文化財があります。
　今年度からのDCではこれらの周
遊イベントなども期待されています。

▼日野町観光ビジョンの基本戦略と優先度
戦略 事業内容 優先度

魅力ある観光地づくり

人気コンテンツの充実
花の町日野の観光の充実
歴史・文化等の学びを取入れた観光の充実 高
田舎体験を通じた都市農村交流の充実 高

集客コンテンツの充実
エコツーリズム等の自然を活かした観光の充実
スポーツや健康、子育てと関連した観光の充実
町内外の人が楽しめるイベントの強化 高

新たな観光商品
づくり

時代に即した新たな観光コンテンツの造成 高
日野町らしいお土産品や特産品づくり
日野町ならではの食の充実

受入体制の整備促進

受入体制の充実

観光案内機能の充実 高
案内看板やトイレ等、観光客が過ごしやすい施
設整備と町内周遊促進
町ぐるみで受け入れる風土づくりや宿泊施設の
誘致、支援の充実

観光人材の育成
観光業従事者をはじめとした、町民全体のホス
ピタリティの向上 高

意欲ある観光関連事業者等への支援 高
観光情報発信の強化

観光地としての
イメージ戦略

観光地としての町内外へのイメージづくり 高
映画やCM 等のロケ地、アニメ舞台の誘致

観光情報の発信 多様な媒体の特性を活かした情報発信の強化 高
メディアへの情報提供や連携体制の確立

広域化や国際化に対応した観光の促進

県内観光連携 甲賀市や東近江市等、近隣市町と連携した観
光ルートの確立 高

インバウンドへの対応 外国語表記や外国語対応等の環境整備

一
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ー
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一 質般 問

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

11 議会だより
日野町議会

2026.８.15

一 質般 問

観
光
振
興
と
住
民
の
暮
ら
し

歴
史
文
化・教
育・地
域
経
済
が
つ
な
が
る
観
光
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す

名神名阪連絡道路の進捗と町内IC設置について問う

地元の熱い思いを県・国へ届け早期着工を目指す

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
名
神
名
阪
連
絡
道

路
は
、
産
業
振
興
や

防
災
力
向
上
、
国
道
３
０
７

号
の
渋
滞
緩
和
と
交
通
の
安

全
に
不
可
欠
な
基
盤
で
あ
る
。

日
野
町
議
会
は
本
計
画
へ
の

反
対
者
を
除
く
12
議
員
で
名

神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促
進

日
野
町
議
会
議
員
連
盟
を
組

織
し
、
県
担
当
者
に
よ
る
勉

強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
早

期
着
工
に
向
け
活
発
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。現
在
、国
・

県
に
お
い
て
計
画
の
具
体
化

に
向
け
た
調
査
・
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
４

項
目
を
問
う
。

①
今
年
度
の
進
捗
予
定
と
事

業
の
現
在
地
に
つ
い
て
。

②
町
内
へ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）設
置
に
つ
い
て
。

③
周
辺
道
路
の
整
備
と
ま
ち

づ
く
り
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

④
広
域
連
携
と
促
進
活
動
の

強
化
に
つ
い
て
。

①
県
に
よ
る
第
２
回

目
の
広
域
意
見
聴
取

結
果
の
分
析
や
、
将
来
の
交

通
流
動
・
整
備
効
果
を
分
析

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
は
第
４
回
目
の
有
識
者

会
議
に
向
け
た
準
備
段
階

で
、
事
業
主
体
や
ス
キ
ー
ム

に
つ
い
て
国
と
県
が
協
議
を

進
め
て
い
る
。

②
ル
ー
ト
帯
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
Ｉ
Ｃ
設
置
場
所
の

要
望
は
し
て
い
な
い
。

③
町
内
で
は
新
設
道
路
の
整

備
要
望
が
多
く
、
今
後
、
本

道
路
計
画
の
ル
ー
ト
帯
が
示

さ
れ
れ
ば
要
望
さ
れ
て
い
る

町
内
道
路
整
備
と
連
携
さ
せ

整
備
に
取
り
組
む
。

④
沿
線
の
東
近
江
市
、
甲
賀

市
、
伊
賀
市
、
日
野
町
に
加

え
、
名
張
市
、
近
江
八
幡
市
、

湖
南
市
、
竜
王
町
の
６
市
２

町
で
組
織
す
る
期
成
同
盟
会

で
、
中
央
要
望
、
近
畿
・
中

部
地
方
整
備
局
、
各
県
へ
の

要
望
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
は
東
京
で
促
進
大
会
も
開

催
さ
れ
、
機
運
を
高
め
て
い

く
。

　
過
去
の
文
化
遺
産

を
守
り
継
承
す
る
取

組
み
に
加
え
、
令
和
の
時
代

の
新
た
な
文
化
創
出
に
つ
い

て
の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
来

年
秋
に
開
催
さ
れ
る
滋
賀
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
に
向
け
ど

の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
ど

の
よ
う
な
形
態
で
の
受
け
入

れ
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
新
た
な
文
化
創
出

は
、
日
野
を
日
野
た

ら
し
め
て
い
る
歴
史
文
化
を

原
動
力
と
し
、
町
民
が
主
体

と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
滋
賀

Ｄ
Ｃ
は
令
和
９
年
の
本
番
に

向
け
本
年
の
プ
レ
、
令
和
10

年
の
ア
フ
タ
ー
と
開
催
さ
れ

る
27
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
本
町
の
魅
力
を
内
外
に

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉

え
て
い
る
。
議
員
か
ら
も
ご

提
案
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う

に
、
町
内
の
神
社
仏
閣
等
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
周
遊
を

促
す
企
画
の
調
整
を
現
在
進

め
て
い
る
。
自
然
面
で
も
風

景
や
暮
ら
し
等
の
日
野
ら
し

さ
に
光
を
当
て
た
取
組
み
を

進
め
た
い
。
Ｄ
Ｃ
開
催
に
あ

た
り
日
野
駅
等
か
ら
の
２
次

交
通
の
あ
り
方
を
検
証
す
べ

く
、
期
間
中
の
土
日
祝
日
に

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証

実
験
を
実
施
し
、
公
共
交
通

の
運
行
を
検
討
し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担

い
手
不
足
が
進
む
中
で
青

年
・
若
者
世
代
へ
の
教
育
や

地
域
活
動
を
通
じ
た
育
成
は
、

単
な
る
人
材
確
保
で
は
な
く
、

自
ら
課
題
解
決
に
関
わ
る
住

民
を
育
て
る
営
み
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。当
町
に
お
い
て
も
、こ
れ

ま
で
青
年
団
や
女
性
会
活
動
、

公
民
館
や
子
ど
も
会
活
動
な

ど
、社
会
教
育
を
基
盤
と
し

た
地
域
づ
く
り
の
歴
史
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
蓄
積
を
現
代
に
生
か
し
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
今
回

は
現
在
の
20
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
青
年
層
に
対
す
る
町
の

施
策
の
現
状
と
方
向
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
青
年
・
若
者
世
代
の
地
域

参
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

課
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

現
在
行
っ
て
い
る
施
策
は
。

②
子
ど
も
期
の
16
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
ふ
る
さ
と
学
習
を

青
年
期
以
降
へ
ど
の
よ
う
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
。ま
た
、

ど
の
よ
う
な
ひ
と
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
考
え
か
。

①
青
年
・
若
者
世
代

は
地
域
の
中
心
と
な

り
引
っ
張
っ
て
頂
き
た
い
存

在
で
す
が
、考
え
の
多
様
化

や
価
値
観
の
違
い
、繋
が
り

の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
地
域

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
減

少
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。現
在
の
施
策
と
し
て
教

育
分
野
で
は「
二
十
歳
の
つ

ど
い
」実
行
委
員
や
公
民
館

活
動
、少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
指
導
者
等
で
活
躍
い

た
だ
い
て
ま
す
。ま
た
、若
者

会
議
や
少
年
セ
ン
タ
ー
で
の

学
習
支
援
、青
年
団
活
動
な

ど
で
も
地
域
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
当
町
で
の
豊
か
な
学
び
・

体
験
こ
そ
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
育
み
、誇
り
を
持
っ

て
青
年
期
に
お
け
る
地
域
参

画
に
繋
が
る「
土
壌
」に
な
る

と
確
信
し
て
お
り
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
た

だ
く
大
切
な
主
体
者
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
年
・
若
者
世
代
の
感
性
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
寄
り
添

い
な
が
ら
青
年
教
育
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
は
地
域
文
化

の
継
承
、地
域
経
済

の
循
環
、関
係
人
口
創
出
、さ

ら
に
は
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
醸
成
に
も
大
き
く
関

わ
る
重
要
政
策
で
あ
り
ま
す
。

近
江
日
野
商
人
の
文
化
、日

野
祭
を
始
め
と
し
た
祭
事
、

町
並
み
、農
村
風
景
、近
江
日

野
田
舎
体
験
な
ど
、他
地
域

に
は
な
い
独
自
資
源
を
有
し

て
い
る
一
方
で
、「
観
光
資
源

と
し
て
の
認
知
不
足
」「
滞
在

型
観
光
の
弱
さ
」「
情
報
発
信

力
」「
民
間
連
携
」「
担
い
手
不

足
」な
ど
が
大
き
な
課
題
と

感
じ
、伺
い
ま
す
。

①
現
在
の
観
光
施
策
に
お
け

る
最
大
の
課
題（
体
制
、各
課

横
断
的
施
策
、デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）へ
の
認
識

は
。ま
た
、日
野
観
光
協
会
と

の
連
携
状
況
は
ど
う
か
。

②
観
光
施
策
と
教
育
の
連
動

を
通
じ
た「
住
民
自
身
が
語

れ
る
ま
ち
」を
ど
の
よ
う
に

育
て
て
い
く
考
え
か
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

①
体
制
に
つ
い
て
、

マ
ン
パ
ワ
ー
等
十
分

で
あ
り
ま
せ
ん
が
限
ら
れ
た

体
制
の
中
で
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
各
課
の
垣
根
を
越
え

た
取
り
組
み
、民
間
と
の
連

携
が
必
要
で
す
。デ
ジ
タ
ル

分
野
に
お
い
て
は
発
信
の
体

制
等
仕
組
み
の
整
備
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。日
野
観

光
協
会
と
は
月
一
回
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
、観
光
振
興
の
両
輪
と
し

て
施
策
の
推
進
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

②
小
中
学
生
を
対
象
に
、地

域
の
自
然
・
歴
史
文
化
・
産
業

に
触
れ
る「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
継
続
、学
習
成
果
の
情
報

発
信
や
ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ド
を

通
じ
た
観
光
振
興
へ
の
参
画

を
検
討
し
ま
す
。当
町
の
資

源
で
あ
る「
人
の
魅
力
」や
住

民
が
普
段
着
の
言
葉
で
語
る

「
日
常
の
暮
ら
し
」は
優
れ
た

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。社
会
教
育
活
動

を
通
じ
た「
多
様
な
世
代
の

語
り
部
」育
成
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。

◇
要
望
と
し
て

　
ル
ー
ト
帯
が
未
定
だ
か
ら
こ
そ
、町
内
へ
の
Ｉ
Ｃ
設
置
を
強
く
要

望
し
、そ
れ
に
沿
っ
た
ル
ー
ト
案
を
提
示
す
べ
き
。

　
町
内
企
業
と
も
連
携
し
、町
内
Ｉ
Ｃ
が
実
現
し
た
場
合
の
経
済
効

果
や
、そ
れ
に
伴
う
雇
用
や
税
収
へ
の
効
果
を
試
算
し
、具
体
的
な
数

字
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、町
内
世
論
の
後
押
し
を
得
る
こ
と
が
大
切
。

税
収
増
は
町
民
福
祉
向
上
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
、あ
ら
ゆ
る
機

会
に
町
民
に
周
知
し
て
い
く
努
力
を
期
待
す
る
。

↑
6
月
10
日
、名
神
名
阪
連
絡
道

路
整
備
促
進
甲
賀
市
議
会
議
員

連
盟
の
正
副
会
長
と
事
務
局
の

皆
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
、杉
浦
議
長

と
日
野
町
議
連
会
長
の
後
藤
、副

会
長
の
野
矢
議
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

�

日
野
の
新
た
な
文
化
創
出
と�

滋
賀
Ｄ
Ｃ
へ
の
取
組
み
を
問
う

新
旧
の
文
化
融
合
と
い
う
視
点
を

参
考
に
し
な
が
ら
取
組
み
た
い

地域づくりの主体者として関わっていただける
青年教育を進めます

ひとづくりと青年教育

▲日野町には国指定の重文をはじ
め、多くの文化財があります。
　今年度からのDCではこれらの周
遊イベントなども期待されています。

▼日野町観光ビジョンの基本戦略と優先度
戦略 事業内容 優先度

魅力ある観光地づくり

人気コンテンツの充実
花の町日野の観光の充実
歴史・文化等の学びを取入れた観光の充実 高
田舎体験を通じた都市農村交流の充実 高

集客コンテンツの充実
エコツーリズム等の自然を活かした観光の充実
スポーツや健康、子育てと関連した観光の充実
町内外の人が楽しめるイベントの強化 高

新たな観光商品
づくり

時代に即した新たな観光コンテンツの造成 高
日野町らしいお土産品や特産品づくり
日野町ならではの食の充実

受入体制の整備促進

受入体制の充実

観光案内機能の充実 高
案内看板やトイレ等、観光客が過ごしやすい施
設整備と町内周遊促進
町ぐるみで受け入れる風土づくりや宿泊施設の
誘致、支援の充実

観光人材の育成
観光業従事者をはじめとした、町民全体のホス
ピタリティの向上 高

意欲ある観光関連事業者等への支援 高
観光情報発信の強化

観光地としての
イメージ戦略

観光地としての町内外へのイメージづくり 高
映画やCM 等のロケ地、アニメ舞台の誘致

観光情報の発信 多様な媒体の特性を活かした情報発信の強化 高
メディアへの情報提供や連携体制の確立

広域化や国際化に対応した観光の促進

県内観光連携 甲賀市や東近江市等、近隣市町と連携した観
光ルートの確立 高

インバウンドへの対応 外国語表記や外国語対応等の環境整備

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

　
町
で
は
G※
　ギ
　
　ガ

I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
、約
５
年
前
か
ら
児
童・生

徒
に
１
人
１
台
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
学
習
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。導
入
後
、

実
際
に
子
ど
も
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
環
境
で
学
ん
で
い
る

の
か
。ま
た
、今
後
ど
の
よ
う

に
学
び
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及・利
活
用
に
つ
い
て

普
及
率
の
向
上
と
利
活
用
の
推
進
、国
へ
の
要
望
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
め
ざ
す

①
Gギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

導
入
後
、学
習
環
境
や
授
業

は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

②
現
在
の
学
習
環
境
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
実
際
の
学
習
状
況
を
確
認

し
て
い
る
の
か
。

④
机
上
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た

学
習
環
境
を
検
証
し
て
い
る

の
か
。

⑤
家
庭
学
習
の
環
境
差
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

⑥
今
後
、町
は
ど
の
よ
う
な

教
育
環
境
を
目
指
す
の
か
。

タブレットと紙教材を組み合わせ学びの質を向上させる

子どもたちの学習環境について

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

　
人
口
減
少
の
な
か
、

町
内
に
あ
る
９
つ
の

施
設
の
老
朽
化
問
題
、農
村

下
水
道
の
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
に
つ
い
て
、町
の
方
針

を
問
う
。

①
現
在
、農
村
下
水
道
の
課

題
は
何
か
。

②
県
は
農
村
下
水
道
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
か
。

ま
た
、県
の
方
針
を
受
け
た

町
の
方
針
は
。

③
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

具
体
的
に
進
め
る
上
で
、接

続
順
や
優
先
度
、地
域
の
要

望
の
把
握
な
ど
町
の
考
え
は
。

④
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ

り
、将
来
、農
村
下
水
道
利
用

者
も
公
共
下
水
道
利
用
者
も

「
加
入
金
や
使
用
料
」な
ど
基

準
の
統
一
を
目
指
す
べ
き
と

思
う
が
、町
の
考
え
は
。

①
施
設
の
老
朽
化
の

課
題
。人
口
減
少
問

題
と
維
持
管
理
費
用
の
課
題
。

技
術
職
員
の
確
保
と
育
成
の

課
題
。

②
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
流
域
別

下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
お

い
て
、令
和
27
年
度
を
目
標

に
下
水
道
の
概が

い
せ
い成
を
目
指
し
、

そ
れ
ま
で
に
農
村
下
水
道
を

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。町
は
、公
共
下

水
道
へ
の
接
続
完
了
目
標
年

度
を
令
和
27
年
度
と
し
て
今

後
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

９
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が

違
う
た
め
、今
後
、具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、

各
施
設
の
方
向
性
を
決
定
し

て
い
き
た
い
。

③
例
え
ば
、複
数
の
施
設
が

あ
る
東
桜
谷
地
区
な
ど
は
、

流
域
下
水
道
の
接
続
点
に
近

い
施
設
か
ら
進
め
る
こ
と
が

基
本
と
考
え
る
。そ
れ
以
外

の
地
区
に
つ
い
て
は
、維
持
管

理
組
合
で
接
続
の
意
向
が
示

さ
れ
た
地
区
か
ら
接
続
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

④
公
共
下
水
道
は
、物
価
高

騰
等
に
よ
り
県
の
単
価
が
値

上
が
り
、令
和
10
年
４
月
か

ら
町
の
公
共
下
水
道
使
用
料

を
値
上
げ
す
る
方
向
で
検
討

中
。農
村
下
水
道
使
用
料
は
、

現
在
の
人
数
割
料
金
か
ら
水

道
使
用
量
に
比
例
し
た
従
量

制
料
金
へ
の
移
行
に
向
け
、

検
討
を
開
始
し
て
い
き
た
い
。

県の計画に基づき、接続の完了は令和２７年度を目指す。９施設はそれぞれ
状況が違うため、今後組合と協議し、各施設の方向性を決定していきたい

農村下水道の公共下水道への接続について

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
限
度

額
認
定
証
の
機
能
で
、本
人

の
所
得
に
よ
っ
て
異
な
る

高
額
療
養
費
を
判
定
し
、後

日
申
請
し
な
く
て
も
医
療

費
が
請
求
さ
れ
る
の
は
便

利
で
す
。福
祉
医
療
受
給
者

証
も
来
年
度
実
施
の
予
定
。

制
度
開
始
か
ら
10
年「
有
効

期
限
通
知
書
」が
自
宅
に
郵

送
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。利
活

用
も
増
え
て
お
り
、必
ず
更

新
を
お
願
い
し
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　
農
村
下
水
道
の
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
は
、県
も
町

も
令
和
27
年
度
を
目
指
す

計
画
。あ
と
19
年
、一
日
も

早
く
、組
合
と
の
議
論
を
お

願
い
し
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　
導
入
か
ら
５
年
が
経
過

し
た
今
、子
ど
も
た
ち
の
声

を
聞
き
な
が
ら
学
習
環
境

の
実
態
を
確
認
し
、机
上
ス

ペ
ー
ス
を
含
め
た
学
び
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。ま
た
、

家
庭
学
習
支
援
や
保
護
者

へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を

図
り
、一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
伸
ば
す
教
育
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
要

望
し
ま
し
た
。

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

用
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
考
え
を
共
有
し
や
す
く

な
り
、
協
働
的
な
学
び
が
進

ん
だ
。
外
国
語
学
習
で
は
、

音
声
を
繰
り
返
し
聞
く
こ
と

や
、
A
I
ド
リ
ル
で
一
人
ひ

と
り
の
理
解
度
に
応
じ
た
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

②
授
業
の
目
的
に
応
じ
て
、

教
科
書
・
ノ
ー
ト
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
計
画
的
に
使
っ
て
い

る
。
児
童
生
徒
自
身
が
、
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
か
を
考
え
、

実
践
す
る
力
を
高
め
る
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

③
毎
年
５
月
か
ら
６
月
頃
に

す
べ
て
の
学
校
・
教
室
を
訪

問
し
、
授
業
の
様
子
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
授
業
研

究
会
や
授
業
力
向
上
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
で
も
授
業

参
観
を
行
い
、
教
職
員
の
指

導
力
の
向
上
や
学
び
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

る
。

④
子
ど
も
が
自
分
で
学
習
環

境
を
工
夫
す
る
力
は
大
切
だ

が
、
環
境
整
備
も
教
育
行
政

の
役
割
で
あ
る
。
机
上
ス
ペ

↑
小
学
校
で
の
様
子

↑
６
年
生
の
学
習
発
表
の
様
子

↑
議
場
で
の
発
表
の
様
子

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
が
進
ま

な
い
要
因
は
年
齢
層
の
分
析

が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

町
民
へ
の
対
応
は
。又
、カ
ー

ド
の
福
祉
医
療
受
給
者
証
と

の
連
携
を
ど
う
す
る
の
か
。

③
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、

カ
ー
ド
の
再
発
行
及
び
手
数

料
に
つ
い
て
伺
う
。

④
転
出
入
が
多
い
人
の
再
発

行
は
、カ
ー
ド
表
面
の「
追
記

欄
が
４
行
」で
転
出・転
入
を

２
回
す
る
と
再
発
行
が
必
要

と
な
る
。現
状
と
対
応
を
伺

う
。

①
全
国
デ
ー
タ
に
よ

る
と
保
有
率
が
最
も

低
い
の
は

０
〜
４
歳（
63
・
3
%
）

５
〜
９
歳（
73
・
8
%
）

10
〜
14
歳（
76
・
8
%
）

と
続
き
ま
す
。

一
方
、最
も
高
い
の
は

75
〜
79
歳（
96
・
1
%
）

55
〜
59
歳（
91
・
4
%
）

65
〜
69
歳（
87
・
0
%
）

と
続
き
ま
す
。当
町
も
傾
向

は
同
じ
で
、低
年
齢
層
の
普

及
が
課
題
。

②
カ
ー
ド
未
登
録
に
は
資
格

確
認
書
が
自
動
送
付
さ
れ
、

受
診
で
き
ま
す
。福
祉
医
療

受
給
者
証
は
、令
和
９
年
４

月
か
ら
カ
ー
ド
で
資
格
確
認

で
き
る
仕
組
み
を
進
め
て
い

る
。

③
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、利

用
停
止
・
遺
失
届
の
う
え
役

場
住
民
課
で
再
交
付
申
請
が

で
き
る
。手
数
料
は
通
常
1
，

0
0
0
円
、急
ぎ
の
場
合
は

特
急
発
行（
2
，0
0
0
円
・

最
短
5
業
務
日
）を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

追
記
欄
の
記
載
方
式
は
、制

度
上
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
。

国
の
制
度
改
正
を
注
視
す
る
。

ー
ス
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

検
証
し
て
い
な
い
が
、
今
後

の
学
校
訪
問
で
確
認
し
て
い

き
た
い
。

⑤
通
信
環
境
の
差
は
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。
貸
出

用
ル
ー
タ
ー
を
40
台
整
備
し
、

申
請
に
よ
り
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
。
現
在
の
利
用
実
績

は
６
台
。
端
末
の
使
い
方
は
、

持
ち
帰
り
前
に
学
校
で
指
導

し
て
い
る
。

⑥
I
C
T
活
用
を
推
進
す
る

上
で
町
で
は

・
個
別
最
適
な
学
び 

・
協
働
的
な
学
び 

・
情
報
活
用
能
力
の
育
成

・
I
C
T
機
器
の
安
全
で
効

　
果
的
な
利
用

の
４
つ
を
大
切
に
す
る
。 

令
和
８
年
度
に
は
全
校
に
電

子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
し
、
令
和
９
年
度
か

ら
活
用
す
る
。
I
C
T
は
あ

く
ま
で
学
び
を
深
め
る
た
め

の
道
具
で
あ
り
、
目
的
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
一
人

ひ
と
り
の
学
ぶ
力
と
、
仲
間

と
学
び
合
う
力
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
自
分
に

合
っ
た
学
び
方
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
今
後
、
A
I
ド
リ
ル
を
活

用
し
た
学
習
の
様
子
を
学
習

参
観
な
ど
で
保
護
者
に
も
見

て
も
ら
い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

※ 

Gギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と

は
小
・
中
学
生
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
、子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

学
び
や
、友
だ
ち
と
協
力
し

な
が
ら
学
ぶ
授
業
を
進
め
る

た
め
の
国
の
取
組
で
す
。

①マイナンバーカードの保有率（令和８年４月末時点　出典：総務省）
　（全国　82.7%）（滋賀県　84.4%）（日野町　79.9%　※県内19市町中18位）
②マイナ保険証　登録・利用状況(日野町役場・住民課調べ)
　※利用率＝マイナ保険証利用人数÷外来レセプト件数
　後期高齢者医療　加入者3,748人／
　登録者数2,695人　登録率71.9％　利用率49.4％
　国民健康保険　加入者3,494人／
　登録者数2,380人　登録率68.1％　利用率70.9％
③確定申告（e-Tax）の状況 令和７年分確定申告期（日野町役場・税務課調べ）
　令和７年分　確定申告件数　合計　5,471件
　e-Tax　申告（オンライン）3,045件　55.7%　紙・窓口申告2,426件　44.3%
　マイナカードで自己申告　1,933件　職員が支援1,112件
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一
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一 質般 問

　
町
で
は
G※
　ギ
　
　ガ

I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
、約
５
年
前
か
ら
児
童・生

徒
に
１
人
１
台
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
学
習
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。導
入
後
、

実
際
に
子
ど
も
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
環
境
で
学
ん
で
い
る

の
か
。ま
た
、今
後
ど
の
よ
う

に
学
び
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及・利
活
用
に
つ
い
て

普
及
率
の
向
上
と
利
活
用
の
推
進
、国
へ
の
要
望
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
め
ざ
す

①
Gギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

導
入
後
、学
習
環
境
や
授
業

は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

②
現
在
の
学
習
環
境
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
実
際
の
学
習
状
況
を
確
認

し
て
い
る
の
か
。

④
机
上
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た

学
習
環
境
を
検
証
し
て
い
る

の
か
。

⑤
家
庭
学
習
の
環
境
差
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

⑥
今
後
、町
は
ど
の
よ
う
な

教
育
環
境
を
目
指
す
の
か
。

タブレットと紙教材を組み合わせ学びの質を向上させる

子どもたちの学習環境について

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

　
人
口
減
少
の
な
か
、

町
内
に
あ
る
９
つ
の

施
設
の
老
朽
化
問
題
、農
村

下
水
道
の
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
に
つ
い
て
、町
の
方
針

を
問
う
。

①
現
在
、農
村
下
水
道
の
課

題
は
何
か
。

②
県
は
農
村
下
水
道
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
か
。

ま
た
、県
の
方
針
を
受
け
た

町
の
方
針
は
。

③
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

具
体
的
に
進
め
る
上
で
、接

続
順
や
優
先
度
、地
域
の
要

望
の
把
握
な
ど
町
の
考
え
は
。

④
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ

り
、将
来
、農
村
下
水
道
利
用

者
も
公
共
下
水
道
利
用
者
も

「
加
入
金
や
使
用
料
」な
ど
基

準
の
統
一
を
目
指
す
べ
き
と

思
う
が
、町
の
考
え
は
。

①
施
設
の
老
朽
化
の

課
題
。人
口
減
少
問

題
と
維
持
管
理
費
用
の
課
題
。

技
術
職
員
の
確
保
と
育
成
の

課
題
。

②
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
流
域
別

下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
お

い
て
、令
和
27
年
度
を
目
標

に
下
水
道
の
概が

い
せ
い成
を
目
指
し
、

そ
れ
ま
で
に
農
村
下
水
道
を

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。町
は
、公
共
下

水
道
へ
の
接
続
完
了
目
標
年

度
を
令
和
27
年
度
と
し
て
今

後
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

９
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が

違
う
た
め
、今
後
、具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、

各
施
設
の
方
向
性
を
決
定
し

て
い
き
た
い
。

③
例
え
ば
、複
数
の
施
設
が

あ
る
東
桜
谷
地
区
な
ど
は
、

流
域
下
水
道
の
接
続
点
に
近

い
施
設
か
ら
進
め
る
こ
と
が

基
本
と
考
え
る
。そ
れ
以
外

の
地
区
に
つ
い
て
は
、維
持
管

理
組
合
で
接
続
の
意
向
が
示

さ
れ
た
地
区
か
ら
接
続
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

④
公
共
下
水
道
は
、物
価
高

騰
等
に
よ
り
県
の
単
価
が
値

上
が
り
、令
和
10
年
４
月
か

ら
町
の
公
共
下
水
道
使
用
料

を
値
上
げ
す
る
方
向
で
検
討

中
。農
村
下
水
道
使
用
料
は
、

現
在
の
人
数
割
料
金
か
ら
水

道
使
用
量
に
比
例
し
た
従
量

制
料
金
へ
の
移
行
に
向
け
、

検
討
を
開
始
し
て
い
き
た
い
。

県の計画に基づき、接続の完了は令和２７年度を目指す。９施設はそれぞれ
状況が違うため、今後組合と協議し、各施設の方向性を決定していきたい

農村下水道の公共下水道への接続について

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
限
度

額
認
定
証
の
機
能
で
、本
人

の
所
得
に
よ
っ
て
異
な
る

高
額
療
養
費
を
判
定
し
、後

日
申
請
し
な
く
て
も
医
療

費
が
請
求
さ
れ
る
の
は
便

利
で
す
。福
祉
医
療
受
給
者

証
も
来
年
度
実
施
の
予
定
。

制
度
開
始
か
ら
10
年「
有
効

期
限
通
知
書
」が
自
宅
に
郵

送
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。利
活

用
も
増
え
て
お
り
、必
ず
更

新
を
お
願
い
し
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　
農
村
下
水
道
の
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
は
、県
も
町

も
令
和
27
年
度
を
目
指
す

計
画
。あ
と
19
年
、一
日
も

早
く
、組
合
と
の
議
論
を
お

願
い
し
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　
導
入
か
ら
５
年
が
経
過

し
た
今
、子
ど
も
た
ち
の
声

を
聞
き
な
が
ら
学
習
環
境

の
実
態
を
確
認
し
、机
上
ス

ペ
ー
ス
を
含
め
た
学
び
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。ま
た
、

家
庭
学
習
支
援
や
保
護
者

へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を

図
り
、一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
伸
ば
す
教
育
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
要

望
し
ま
し
た
。

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

用
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
考
え
を
共
有
し
や
す
く

な
り
、
協
働
的
な
学
び
が
進

ん
だ
。
外
国
語
学
習
で
は
、

音
声
を
繰
り
返
し
聞
く
こ
と

や
、
A
I
ド
リ
ル
で
一
人
ひ

と
り
の
理
解
度
に
応
じ
た
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

②
授
業
の
目
的
に
応
じ
て
、

教
科
書
・
ノ
ー
ト
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
計
画
的
に
使
っ
て
い

る
。
児
童
生
徒
自
身
が
、
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
か
を
考
え
、

実
践
す
る
力
を
高
め
る
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

③
毎
年
５
月
か
ら
６
月
頃
に

す
べ
て
の
学
校
・
教
室
を
訪

問
し
、
授
業
の
様
子
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
授
業
研

究
会
や
授
業
力
向
上
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
で
も
授
業

参
観
を
行
い
、
教
職
員
の
指

導
力
の
向
上
や
学
び
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

る
。

④
子
ど
も
が
自
分
で
学
習
環

境
を
工
夫
す
る
力
は
大
切
だ

が
、
環
境
整
備
も
教
育
行
政

の
役
割
で
あ
る
。
机
上
ス
ペ

↑
小
学
校
で
の
様
子

↑
６
年
生
の
学
習
発
表
の
様
子

↑
議
場
で
の
発
表
の
様
子

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
が
進
ま

な
い
要
因
は
年
齢
層
の
分
析

が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

町
民
へ
の
対
応
は
。又
、カ
ー

ド
の
福
祉
医
療
受
給
者
証
と

の
連
携
を
ど
う
す
る
の
か
。

③
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、

カ
ー
ド
の
再
発
行
及
び
手
数

料
に
つ
い
て
伺
う
。

④
転
出
入
が
多
い
人
の
再
発

行
は
、カ
ー
ド
表
面
の「
追
記

欄
が
４
行
」で
転
出・転
入
を

２
回
す
る
と
再
発
行
が
必
要

と
な
る
。現
状
と
対
応
を
伺

う
。

①
全
国
デ
ー
タ
に
よ

る
と
保
有
率
が
最
も

低
い
の
は

０
〜
４
歳（
63
・
3
%
）

５
〜
９
歳（
73
・
8
%
）

10
〜
14
歳（
76
・
8
%
）

と
続
き
ま
す
。

一
方
、最
も
高
い
の
は

75
〜
79
歳（
96
・
1
%
）

55
〜
59
歳（
91
・
4
%
）

65
〜
69
歳（
87
・
0
%
）

と
続
き
ま
す
。当
町
も
傾
向

は
同
じ
で
、低
年
齢
層
の
普

及
が
課
題
。

②
カ
ー
ド
未
登
録
に
は
資
格

確
認
書
が
自
動
送
付
さ
れ
、

受
診
で
き
ま
す
。福
祉
医
療

受
給
者
証
は
、令
和
９
年
４

月
か
ら
カ
ー
ド
で
資
格
確
認

で
き
る
仕
組
み
を
進
め
て
い

る
。

③
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、利

用
停
止
・
遺
失
届
の
う
え
役

場
住
民
課
で
再
交
付
申
請
が

で
き
る
。手
数
料
は
通
常
1
，

0
0
0
円
、急
ぎ
の
場
合
は

特
急
発
行（
2
，0
0
0
円
・

最
短
5
業
務
日
）を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

追
記
欄
の
記
載
方
式
は
、制

度
上
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
。

国
の
制
度
改
正
を
注
視
す
る
。

ー
ス
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

検
証
し
て
い
な
い
が
、
今
後

の
学
校
訪
問
で
確
認
し
て
い

き
た
い
。

⑤
通
信
環
境
の
差
は
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。
貸
出

用
ル
ー
タ
ー
を
40
台
整
備
し
、

申
請
に
よ
り
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
。
現
在
の
利
用
実
績

は
６
台
。
端
末
の
使
い
方
は
、

持
ち
帰
り
前
に
学
校
で
指
導

し
て
い
る
。

⑥
I
C
T
活
用
を
推
進
す
る

上
で
町
で
は

・
個
別
最
適
な
学
び 

・
協
働
的
な
学
び 

・
情
報
活
用
能
力
の
育
成

・
I
C
T
機
器
の
安
全
で
効

　
果
的
な
利
用

の
４
つ
を
大
切
に
す
る
。 

令
和
８
年
度
に
は
全
校
に
電

子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
し
、
令
和
９
年
度
か

ら
活
用
す
る
。
I
C
T
は
あ

く
ま
で
学
び
を
深
め
る
た
め

の
道
具
で
あ
り
、
目
的
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
一
人

ひ
と
り
の
学
ぶ
力
と
、
仲
間

と
学
び
合
う
力
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
自
分
に

合
っ
た
学
び
方
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
今
後
、
A
I
ド
リ
ル
を
活

用
し
た
学
習
の
様
子
を
学
習

参
観
な
ど
で
保
護
者
に
も
見

て
も
ら
い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

※ 

Gギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と

は
小
・
中
学
生
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
、子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

学
び
や
、友
だ
ち
と
協
力
し

な
が
ら
学
ぶ
授
業
を
進
め
る

た
め
の
国
の
取
組
で
す
。

①マイナンバーカードの保有率（令和８年４月末時点　出典：総務省）
　（全国　82.7%）（滋賀県　84.4%）（日野町　79.9%　※県内19市町中18位）
②マイナ保険証　登録・利用状況(日野町役場・住民課調べ)
　※利用率＝マイナ保険証利用人数÷外来レセプト件数
　後期高齢者医療　加入者3,748人／
　登録者数2,695人　登録率71.9％　利用率49.4％
　国民健康保険　加入者3,494人／
　登録者数2,380人　登録率68.1％　利用率70.9％
③確定申告（e-Tax）の状況 令和７年分確定申告期（日野町役場・税務課調べ）
　令和７年分　確定申告件数　合計　5,471件
　e-Tax　申告（オンライン）3,045件　55.7%　紙・窓口申告2,426件　44.3%
　マイナカードで自己申告　1,933件　職員が支援1,112件
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

　
日
野
町
は
国
道

3
0
7
号
の
整
備
に

よ
っ
て
第
一
・
第
二
工
業
団

地
を
は
じ
め
、株
式
会
社
ダ

イ
フ
ク
な
ど
多
く
の
企
業
進

出
が
実
現
し
ま
し
た
。道
路

整
備
は
ま
さ
に「
経
済
の
血

管
」と
も
言
わ
れ
る
重
要
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。先
人
が

将
来
を
見
据
え
、人
が
集
ま

り
、物
が
流
れ「
道
路
は
財
を

な
す
」と
の
言
葉
の
通
り
、今

日
の
町
財
政
を
大
き
く
支
え

る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。現
有

す
る
道
路
環
境
を
適
切
に
整

備
し
続
け
る
こ
と
は
、極
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、道
路
整
備
に
つ

い
て
、当
局
の
取
組
姿
勢
を

質
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備

促
進
日
野
町
議
会
議
員
連
盟

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、こ

の
設
立
を
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、ど
の
よ
う

な
意
義
を
見
出
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

②
現
在
、町
内
に
は
国
道
3

０
7
号・4
7
7
号
、主
要
地

方
道
2
路
線
、県
道
9
路
線

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。夏

期
に
は
道
路
沿
い
の
草
木
が

繁
茂
し
、交
通
の
妨
げ
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

国
道
・
県
道
の
維
持
管
理
と

東
近
江
土
木
事
務
所
へ
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
町
道
小
御
門
十
禅
師
線
、

町
道
西
大
路
鎌
掛
線
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
事
業
の
現
状
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

④
国
道
3
0
7
号
バ
イ
パ
ス

の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
、町
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て

い
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

①
議
員
連
盟
の
設
立

に
つ
い
て
は
、令
和

５
年
４
月
１
日
に
全
線
が
重

　
日
野
中
学
校
卒
業

生
の
同
窓
会
に
、条

件
付
き
で
町
か
ら
補
助
金
を

出
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し

ま
す
。な
ぜ
こ
の
よ
う
な
補

助
金
を
出
す
必
要
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、結

論
的
に
は「
少
子
化
対
策
」に

有
効
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

な
ぜ
有
効
か
と
言
い
ま
す
と
、

日
野
町
の
若
者
の「
婚
姻
率
」

を
上
昇
さ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
若
い
男
女
の
結
婚
の
機
会

は
、職
場
や
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
、色
々
な
と
こ
ろ
に
道

が
開
け
て
い
ま
す
。そ
れ
ゆ

え
多
く
の
若
者
は
い
ず
れ
結

婚
し
家
庭
を
築
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の

た
め
に
は
結
婚
適
齢
期
と
言

わ
れ
る
時
期
に
男
女
の
出
会

い
の
場
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
、と
い
う
の
も
一
つ
の
大

き
な
指
標
で
す
。20
才
代
か

ら
30
才
代
に
か
け
て
、そ
う

し
た
出
会
い
の
場
は
や
は
り

必
要
な
訳
で
す
。そ
の
一
つ

の
チ
ャ
ン
ス
が
同
窓
会
で
す
。

中
学
校
を
卒
業
し
て
、「
は
い
、

さ
よ
な
ら
」で
は
な
く
、年
に

路
肩
に
繁
茂
す
る
雑
草
除
去
の

�
管
理
責
任
者
は
誰
か���

県
は
道
路
愛
護
活
動
事
業
と
し
て

  

地
元
等
へ
委
託
し
て
い
る

日野中学校卒業生の同窓会に町から補助金を

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

一
度
か
数
年
に
一
度
、同
窓

会
を
開
き
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
は
非
常
に
大
事
な
機
会
で

あ
り
、且
つ
ま
た
心
が
和
む

も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
時
間
こ
そ
独
身

の
男
女
に
と
っ
て
出
会
い
の

大
切
な
機
会
で
あ
り
、相
手

に
対
し
て
思
わ
ぬ
発
見
も
あ

る
も
の
で
す
。そ
し
て
、そ
れ

が
ご
縁
と
な
っ
て
将
来
を
共

に
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
り

ま
す
。あ
る
い
は
ま
た
知
人

を
紹
介
し
て
も
ら
う
機
会
と

も
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、そ
う
し
た
同
窓

会
に
対
し
て
次
の
５
つ
の
条

件
付
き
で
補
助
金
を
出
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

·
日
野
中
学
校
卒
業
生
の
同

窓
会
で
あ
る
こ
と
。

·
補
助
金
は
一
人
あ
た
り

２
千
円
〜
３
千
円
と
し
、一

回
の
補
助
金
の
上
限
は
10
万

円
以
内
と
す
る
。

·
会
場
は
日
野
町
内
の
料
理

店
と
す
る
。

·
こ
の
補
助
金
は
一
年
に
一

回
ま
で
と
し
、ま
た
中
学
校

を
卒
業
後
35
才
ま
で
と
す
る
。

若い世代の声やニーズをしっかり調べる必要がある

道路整備について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

生活の利便性が高まるよう、引き続き県と連携した取り組みを進めます

要
物
流
道
路
の
指
定
が
さ
れ

て
以
来
、進
展
が
な
い
状
況

下
の
中
で
、当
町
に
お
い
て

議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、地
域
全
体

の
機
運
を
高
め
、早
期
実
現

に
向
け
た
熱
意
を
国
や
県
に

伝
え
ら
れ
る
も
の
と
受
け
止

め
て
お
り
、早
期
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
事
務
者
や
期

成
同
盟
会
、実
現
す
る
会
等

の
後
押
し
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
国
道
・
県
道
の
維
持
管
理

と
東
近
江
土
木
事
務
所
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
町
か
ら
の

報
告
に
対
し
て
速
や
か
な
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。

③
町
道
小
御
門
十
禅
師
線
で

は
今
年
度
必
佐
小
学
校
よ
り

内
池
地
区
側
に
向
か
っ
て
歩

道
の
新
設
工
事
を
延
長
す
る

予
定
で
す
。今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
、引
き
続
き
内
池

地
区
側
の
用
地
及
び
補
償
契

約
業
務
を
進
め
、早
期
の
工

事
完
了
を
目
指
し
ま
す
。町

道
西
大
路
鎌
掛
線
で
は
、今

年
度
よ
り
道
路
改
良
工
事
と

橋
梁
新
設
工
事
の
２
本
立
て

で
、工
事
を
進
め
る
予
定
で

す
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て

·
補
助
を
す
る
に
あ
た
っ
て

は「
同
窓
会
補
助
金
要
項
」を

作
る
。

　
全
国
の
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
は
、若

者
の
同
窓
会
開
催
を
支
援
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
、男
女
の

出
会
い
を
促
す
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し

た
同
窓
会
を
通
じ
て
地
域
へ

の
関
心
や
愛
着
を
深
め
、定

住
や
少
子
化
対
策
に
つ
な
げ

る
こ
と
は
参
考
に
す
べ
き
と

注
視
し
て
い
ま
す
。よ
っ
て

こ
の
補
助
制
度
の
創
設
に
は

若
い
世
代
の
声
や
ニ
ー
ズ
を

調
べ
、効
果
等
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、ま
た
全

国
の
事
例
も
参
考
に
し
ま
す
。

　
日
野
町
内
に
は
様

々
な
道
路
が
走
っ
て

お
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
所
に
よ
っ
て

は
路
肩
の
草
が
伸
び
放
題
に

な
っ
て
い
る
所
も
見
受
け
ら

れ
、そ
う
し
た
所
は
往
々
に

し
て
官
有
地
で
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
現
実
は

そ
の
路
肩
に
隣
接
す
る
土
地

の
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
等

が
定
期
的
に
草
を
刈
っ
て
お

ら
れ
る
の
が
実
情
だ
と
思
い

ま
す
。

　
町
道
の
路
肩
の
雑
草
除
去

は
、以
前
の
質
問
で
は
年
に

一
回
刈
る
の
が
精
一
杯
だ
と

の
こ
と
で
す
が
、そ
れ
な
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

じ
め
自
治
会
や
あ
る
い
は
個

人
も
含
め
て
、管
理
を
す
べ

て
委
託
し
て
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
が
、町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
道
路
の
路
肩
の
雑

草
除
去
の
管
理
責
任

に
つ
い
て
は
、道
路
管
理
者

が
管
理
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。町
と
し
て
は
、町
道

の
主
要
な
幹
線
道
路
に
つ
い

て
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
土
木
業
者
に
委
託
し

て
い
ま
す
。よ
っ
て
自
治
会

や
個
人
へ
の
委
託
に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
行
っ
て
お

ら
ず
、そ
の
計
画
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
県
で
は
、県
が
管

理
す
る
道
路
の
植
栽
管
理
や

路
肩
の
除
草
管
理
に
つ
い
て

は
、地
域
で
組
織
さ
れ
た
団

体
な
ど
に
対
し
て
委
託
金
を

支
払
う
と
い
う
形
を
と
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
町
と
し
て
は
今
後
、

県
と
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

は
、引
き
続
き
高
額
な
事
業

費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、予
算
の
確
保
に
努
め
、継

続
し
て
道
路
整
備
と
橋
梁
整

備
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

④
国
道
3
0
7
号
バ
イ
パ
ス

の
早
期
実
現
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
に
滋
賀
県
道
路
整
備

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

更
進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、滋
賀
県
と
事
前
に

協
議
を
進
め
、ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

町道西大路鎌掛線　全体図
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施工延長 ＝ ｍ
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▲６月29日に開催された設立総会
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一 質般 問

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

15 議会だより
日野町議会

2026.８.15

一 質般 問

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

　
日
野
町
は
国
道

3
0
7
号
の
整
備
に

よ
っ
て
第
一
・
第
二
工
業
団

地
を
は
じ
め
、株
式
会
社
ダ

イ
フ
ク
な
ど
多
く
の
企
業
進

出
が
実
現
し
ま
し
た
。道
路

整
備
は
ま
さ
に「
経
済
の
血

管
」と
も
言
わ
れ
る
重
要
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。先
人
が

将
来
を
見
据
え
、人
が
集
ま

り
、物
が
流
れ「
道
路
は
財
を

な
す
」と
の
言
葉
の
通
り
、今

日
の
町
財
政
を
大
き
く
支
え

る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。現
有

す
る
道
路
環
境
を
適
切
に
整

備
し
続
け
る
こ
と
は
、極
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、道
路
整
備
に
つ

い
て
、当
局
の
取
組
姿
勢
を

質
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備

促
進
日
野
町
議
会
議
員
連
盟

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、こ

の
設
立
を
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、ど
の
よ
う

な
意
義
を
見
出
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

②
現
在
、町
内
に
は
国
道
3

０
7
号・4
7
7
号
、主
要
地

方
道
2
路
線
、県
道
9
路
線

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。夏

期
に
は
道
路
沿
い
の
草
木
が

繁
茂
し
、交
通
の
妨
げ
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

国
道
・
県
道
の
維
持
管
理
と

東
近
江
土
木
事
務
所
へ
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
町
道
小
御
門
十
禅
師
線
、

町
道
西
大
路
鎌
掛
線
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
事
業
の
現
状
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

④
国
道
3
0
7
号
バ
イ
パ
ス

の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
、町
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て

い
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

①
議
員
連
盟
の
設
立

に
つ
い
て
は
、令
和

５
年
４
月
１
日
に
全
線
が
重

　
日
野
中
学
校
卒
業

生
の
同
窓
会
に
、条

件
付
き
で
町
か
ら
補
助
金
を

出
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し

ま
す
。な
ぜ
こ
の
よ
う
な
補

助
金
を
出
す
必
要
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、結

論
的
に
は「
少
子
化
対
策
」に

有
効
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

な
ぜ
有
効
か
と
言
い
ま
す
と
、

日
野
町
の
若
者
の「
婚
姻
率
」

を
上
昇
さ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
若
い
男
女
の
結
婚
の
機
会

は
、職
場
や
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
、色
々
な
と
こ
ろ
に
道

が
開
け
て
い
ま
す
。そ
れ
ゆ

え
多
く
の
若
者
は
い
ず
れ
結

婚
し
家
庭
を
築
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の

た
め
に
は
結
婚
適
齢
期
と
言

わ
れ
る
時
期
に
男
女
の
出
会

い
の
場
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
、と
い
う
の
も
一
つ
の
大

き
な
指
標
で
す
。20
才
代
か

ら
30
才
代
に
か
け
て
、そ
う

し
た
出
会
い
の
場
は
や
は
り

必
要
な
訳
で
す
。そ
の
一
つ

の
チ
ャ
ン
ス
が
同
窓
会
で
す
。

中
学
校
を
卒
業
し
て
、「
は
い
、

さ
よ
な
ら
」で
は
な
く
、年
に

路
肩
に
繁
茂
す
る
雑
草
除
去
の

�

管
理
責
任
者
は
誰
か���

県
は
道
路
愛
護
活
動
事
業
と
し
て

  

地
元
等
へ
委
託
し
て
い
る

日野中学校卒業生の同窓会に町から補助金を

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

一
度
か
数
年
に
一
度
、同
窓

会
を
開
き
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
は
非
常
に
大
事
な
機
会
で

あ
り
、且
つ
ま
た
心
が
和
む

も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
時
間
こ
そ
独
身

の
男
女
に
と
っ
て
出
会
い
の

大
切
な
機
会
で
あ
り
、相
手

に
対
し
て
思
わ
ぬ
発
見
も
あ

る
も
の
で
す
。そ
し
て
、そ
れ

が
ご
縁
と
な
っ
て
将
来
を
共

に
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
り

ま
す
。あ
る
い
は
ま
た
知
人

を
紹
介
し
て
も
ら
う
機
会
と

も
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、そ
う
し
た
同
窓

会
に
対
し
て
次
の
５
つ
の
条

件
付
き
で
補
助
金
を
出
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

·
日
野
中
学
校
卒
業
生
の
同

窓
会
で
あ
る
こ
と
。

·
補
助
金
は
一
人
あ
た
り

２
千
円
〜
３
千
円
と
し
、一

回
の
補
助
金
の
上
限
は
10
万

円
以
内
と
す
る
。

·
会
場
は
日
野
町
内
の
料
理

店
と
す
る
。

·
こ
の
補
助
金
は
一
年
に
一

回
ま
で
と
し
、ま
た
中
学
校

を
卒
業
後
35
才
ま
で
と
す
る
。

若い世代の声やニーズをしっかり調べる必要がある

道路整備について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

生活の利便性が高まるよう、引き続き県と連携した取り組みを進めます

要
物
流
道
路
の
指
定
が
さ
れ

て
以
来
、進
展
が
な
い
状
況

下
の
中
で
、当
町
に
お
い
て

議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、地
域
全
体

の
機
運
を
高
め
、早
期
実
現

に
向
け
た
熱
意
を
国
や
県
に

伝
え
ら
れ
る
も
の
と
受
け
止

め
て
お
り
、早
期
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
事
務
者
や
期

成
同
盟
会
、実
現
す
る
会
等

の
後
押
し
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
国
道
・
県
道
の
維
持
管
理

と
東
近
江
土
木
事
務
所
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
町
か
ら
の

報
告
に
対
し
て
速
や
か
な
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。

③
町
道
小
御
門
十
禅
師
線
で

は
今
年
度
必
佐
小
学
校
よ
り

内
池
地
区
側
に
向
か
っ
て
歩

道
の
新
設
工
事
を
延
長
す
る

予
定
で
す
。今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
、引
き
続
き
内
池

地
区
側
の
用
地
及
び
補
償
契

約
業
務
を
進
め
、早
期
の
工

事
完
了
を
目
指
し
ま
す
。町

道
西
大
路
鎌
掛
線
で
は
、今

年
度
よ
り
道
路
改
良
工
事
と

橋
梁
新
設
工
事
の
２
本
立
て

で
、工
事
を
進
め
る
予
定
で

す
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て

·
補
助
を
す
る
に
あ
た
っ
て

は「
同
窓
会
補
助
金
要
項
」を

作
る
。

　
全
国
の
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
は
、若

者
の
同
窓
会
開
催
を
支
援
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
、男
女
の

出
会
い
を
促
す
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し

た
同
窓
会
を
通
じ
て
地
域
へ

の
関
心
や
愛
着
を
深
め
、定

住
や
少
子
化
対
策
に
つ
な
げ

る
こ
と
は
参
考
に
す
べ
き
と

注
視
し
て
い
ま
す
。よ
っ
て

こ
の
補
助
制
度
の
創
設
に
は

若
い
世
代
の
声
や
ニ
ー
ズ
を

調
べ
、効
果
等
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、ま
た
全

国
の
事
例
も
参
考
に
し
ま
す
。

　
日
野
町
内
に
は
様

々
な
道
路
が
走
っ
て

お
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
所
に
よ
っ
て

は
路
肩
の
草
が
伸
び
放
題
に

な
っ
て
い
る
所
も
見
受
け
ら

れ
、そ
う
し
た
所
は
往
々
に

し
て
官
有
地
で
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
現
実
は

そ
の
路
肩
に
隣
接
す
る
土
地

の
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
等

が
定
期
的
に
草
を
刈
っ
て
お

ら
れ
る
の
が
実
情
だ
と
思
い

ま
す
。

　
町
道
の
路
肩
の
雑
草
除
去

は
、以
前
の
質
問
で
は
年
に

一
回
刈
る
の
が
精
一
杯
だ
と

の
こ
と
で
す
が
、そ
れ
な
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

じ
め
自
治
会
や
あ
る
い
は
個

人
も
含
め
て
、管
理
を
す
べ

て
委
託
し
て
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
が
、町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
道
路
の
路
肩
の
雑

草
除
去
の
管
理
責
任

に
つ
い
て
は
、道
路
管
理
者

が
管
理
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。町
と
し
て
は
、町
道

の
主
要
な
幹
線
道
路
に
つ
い

て
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
土
木
業
者
に
委
託
し

て
い
ま
す
。よ
っ
て
自
治
会

や
個
人
へ
の
委
託
に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
行
っ
て
お

ら
ず
、そ
の
計
画
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
県
で
は
、県
が
管

理
す
る
道
路
の
植
栽
管
理
や

路
肩
の
除
草
管
理
に
つ
い
て

は
、地
域
で
組
織
さ
れ
た
団

体
な
ど
に
対
し
て
委
託
金
を

支
払
う
と
い
う
形
を
と
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
町
と
し
て
は
今
後
、

県
と
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

は
、引
き
続
き
高
額
な
事
業

費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、予
算
の
確
保
に
努
め
、継

続
し
て
道
路
整
備
と
橋
梁
整

備
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

④
国
道
3
0
7
号
バ
イ
パ
ス

の
早
期
実
現
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
に
滋
賀
県
道
路
整
備

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

更
進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、滋
賀
県
と
事
前
に

協
議
を
進
め
、ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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▲６月29日に開催された設立総会
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

　
西
大
路
地
区
で
は

西
大
路
地
区
人
権
啓

発
推
進
協
議
会
と
西
大
路
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
展

的
に
統
合
し
、「
西
大
路
地
区

人
権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」が
発
足
し
た
。一
方
、

行
政
が
ま
と
め
た
資
料
に
は

「
町
か
ら
依
頼
し
て
い
る
役

の
見
直
し
」は
最
重
要
課
題

と
さ
れ
、町
長
公
約
で
も「
役

の
整
理
に
取
り
組
む
」と
あ

る
が
、は
た
し
て
。

①
町
長
公
約
で
あ
る
自
治
会

改
革
の
視
点
で
ど
う
み
る
か
。

②
人
権
と
福
祉
は
ど
う
い
う

関
係
に
あ
る
か
。

　
庁
内
で
人
権
施
策
と
福
祉

施
策
は
別
々
に
会
議・研
修・

動
員
を
し
て
い
る
の
で
は
。

③
自
治
会
改
革
を
支
援
す
る

施
策
の
現
状
と
今
後
は
。

④
町
が
主
体
的
に
改
革
に
取

り
組
む
と
き
で
は
な
い
か
。

「日野町こども家庭センター」の運営は

①
今
回
の
統
合
は
、

意
義
深
い
取
り
組
み

で
あ
り
、参
考
事
例
と
し
て

他
地
域
に
も
紹
介
し
た
い
。

②
人
権
と
福
祉
は
一
体
的
に

取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。し

か
し
、現
状
は
連
携
で
き
て

お
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
議

で
そ
れ
ぞ
れ
に
研
修
を
企
画

し
て
そ
れ
ぞ
れ
出
席
依
頼
を

し
て
い
る
。こ
の
ま
ま
で
は

住
民
負
担
は
変
わ
ら
な
い
。

取
り
組
み
が
重
複
し
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
今
後
の
自
治
会
支
援
に
つ

い
て
は
役
員
を
選
ぶ
工
夫
な

ど
事
例
紹
介
や
意
見
交
換
の

場
を
設
け
る
。集
落
支
援
員

が
各
地
域
の
情
報
収
集
に
努

め
る
。地
域
の
役
の
目
的
や

役
割
一
覧
を
整
理
し
て
可
視

化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

④
役
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、未
来
に
対
し
て

ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
、

議
論
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
大

事
で
あ
る
。「
町
は
ど
う
な
ん

だ
」と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ

る
通
り
だ
。し
っ
か
り
と
情

報
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

つどいのひろば「ぽけっと」の預かり事業で展開している

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
設
置
か
ら
２
年
が
経
過
し
、

結
果
的
に
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

の
作
成
に
至
っ
た
の
か
と
問

い
に
対
し
て
、関
係
課
に
よ

る
協
議
は
行
っ
て
い
る
が
そ

こ
ま
で
の
実
績
は
な
い
と
の

回
答
が
あ
り
、機
能
の
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
に

児
童
福
祉
法
が
改
正

さ
れ
、町
で
は
令
和
６
年
４

月
に「
日
野
町
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」が
子
ど
も
支
援

課
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
設
置
を
求
め
た
背
景

は
、核
家
族
化
や
地
域
社
会

の
変
容
等
が
あ
り
、と
り
わ

け
未
就
園
の
場
合
は
、子
育

て
家
庭
が
社
会
か
ら
の
支
援

に
つ
な
が
ら
ず
に
、地
域
の

中
で
孤
立
し
が
ち
な
傾
向
に

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
中
に

お
い
て
、児
童
福
祉（
町
で
は

子
ど
も
支
援
課
）と
母
子
保

健（
町
で
は
福
祉
保
健
課
）の

両
機
能
が
一
体
的
に
相
談
支

援
で
き
る
こ
と
を
求
め
た
も

の
で
す
。

　
改
め
て
こ
の
設
置
が
本
来

の
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ

▶�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
問
い
合

わ
せ
は
、
子
ど
も
支
援
課

☎
５
２
︲
６
５
８
３
ま
で

て
い
る
の
か
。現
在
の
体
制

と
活
動
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
、こ
れ
ま
で

児
童
福
祉
や
母
子
保
健
事
業

が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
も

と
に
、妊
産
婦
や
乳
幼
児
の

健
康
保
持
・
増
進
、子
ど
も
や

家
庭
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

目
的
で
す
。

　
取
組
内
容
は
、子
育
て
世

帯
の
孤
立
防
止
や
児
童
虐
待

の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、

早
い
段
階
か
ら
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
や
、家
庭
と
関
わ

り
を
も
つ
こ
と
を
重
要
視
し

て
い
ま
す
。町
で
は
つ
ど
い

の
ひ
ろ
ば「
ぽ
け
っ
と
」で
の

預
か
り
事
業
や「
す
く
す
く

ひ
ろ
ば
」な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を

�

み
ん
な
で
支
え
合
う
町
づ
く
り
は

　
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
状
況
は
、虐

待
、い
じ
め
な
ど
か
ら
不
登

校
、引
き
こ
も
り
な
ど
が
増

え
て
い
る
傾
向
で
あ
る
と
言

わ
れ
、環
境
や
境
遇
の
変
化
次

第
で
は
誰
に
で
も
起
こ
り
え

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

最
も
大
事
な
の
が
、家
族
愛

で
育
ま
れ
、行
政
、学
校
、地

域
、支
援
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
の
支
え
合
い
で
す
。そ

し
て
、豊
か
な
感
情
に
育
て

あ
げ
、規
範
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、自
ず

と
困
難
を
乗
り
越
え
、成
長

の
過
程
に
結
び
つ
い
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
①
児
童
の
虐
待
、不
登
校

の
現
状
、②
至
る
背
景
か
ら
、

今
、実
施
し
て
い
る
対
応
策
、

③
み
ん
な
で
支
え
合
う
町
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
児
童
虐
待
は
、就

学
前
で
は
50
件
余
り
、

学
齢
期
で
は
約
１
０
０
件
で

す
。不
登
校
は
全
国
的
に
増

加
が
続
い
て
い
ま
す
が
、日

野
町
の
新
規
数
は
減
少
傾
向

で
す
。

②
虐
待
は
貧
困
、親
の
特
性
、

子
ど
も
の
特
性
、環
境
な
ど

様
々
な
事
情
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
子
育
て
・
教
育
相
談

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、子
育

て
や
教
育
に
関
す
る
継
続
し

た
心
理
相
談
を
行
い
、虐
待

の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

③「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
と
し
た
、就
学
前
か

ら
の
専
門
的
な
心
理
的
支
援

等
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整

う
こ
と
は
、虐
待
や
不
登
校

等
を
予
防
、改
善
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
家
庭
の
孤
立
を

防
ぎ
な
が
ら
、誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
体
制
を
整
え
て
い
く

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

行政が主体的に役の整理に取り組むべきでは
その通りだ。しっかりと情報を整理していきたい

◀︎�左の二次元コードから一般質問
で使用した出典資料を見ること
ができます。

　�「こども家庭センター」の重要な
役割が記載されています。

▼西大路地区人権と福祉のまちづくり協議会設立総会の資料

◇
要
望
と
し
て

・�

行
政
都
合
の
縦
割
り
で
住

民
負
担
が
減
ら
な
い
状
況

を
解
消
せ
よ
。

・�

地
域
の
役
の
目
的
役
割
を

一
覧
に
し
て
可
視
化
せ
よ
。

・
町
長
公
約
を
実
行
せ
よ
。
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け
る
。集
落
支
援
員

が
各
地
域
の
情
報
収
集
に
努

め
る
。地
域
の
役
の
目
的
や

役
割
一
覧
を
整
理
し
て
可
視

化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

④
役
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、未
来
に
対
し
て

ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
、

議
論
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
大

事
で
あ
る
。「
町
は
ど
う
な
ん

だ
」と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ

る
通
り
だ
。し
っ
か
り
と
情

報
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

つどいのひろば「ぽけっと」の預かり事業で展開している

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
設
置
か
ら
２
年
が
経
過
し
、

結
果
的
に
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

の
作
成
に
至
っ
た
の
か
と
問

い
に
対
し
て
、関
係
課
に
よ

る
協
議
は
行
っ
て
い
る
が
そ

こ
ま
で
の
実
績
は
な
い
と
の

回
答
が
あ
り
、機
能
の
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
に

児
童
福
祉
法
が
改
正

さ
れ
、町
で
は
令
和
６
年
４

月
に「
日
野
町
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」が
子
ど
も
支
援

課
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
設
置
を
求
め
た
背
景

は
、核
家
族
化
や
地
域
社
会

の
変
容
等
が
あ
り
、と
り
わ

け
未
就
園
の
場
合
は
、子
育

て
家
庭
が
社
会
か
ら
の
支
援

に
つ
な
が
ら
ず
に
、地
域
の

中
で
孤
立
し
が
ち
な
傾
向
に

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
中
に

お
い
て
、児
童
福
祉（
町
で
は

子
ど
も
支
援
課
）と
母
子
保

健（
町
で
は
福
祉
保
健
課
）の

両
機
能
が
一
体
的
に
相
談
支

援
で
き
る
こ
と
を
求
め
た
も

の
で
す
。

　
改
め
て
こ
の
設
置
が
本
来

の
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ

▶�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
問
い
合

わ
せ
は
、
子
ど
も
支
援
課

☎
５
２
︲
６
５
８
３
ま
で

て
い
る
の
か
。現
在
の
体
制

と
活
動
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
、こ
れ
ま
で

児
童
福
祉
や
母
子
保
健
事
業

が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
も

と
に
、妊
産
婦
や
乳
幼
児
の

健
康
保
持
・
増
進
、子
ど
も
や

家
庭
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

目
的
で
す
。

　
取
組
内
容
は
、子
育
て
世

帯
の
孤
立
防
止
や
児
童
虐
待

の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、

早
い
段
階
か
ら
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
や
、家
庭
と
関
わ

り
を
も
つ
こ
と
を
重
要
視
し

て
い
ま
す
。町
で
は
つ
ど
い

の
ひ
ろ
ば「
ぽ
け
っ
と
」で
の

預
か
り
事
業
や「
す
く
す
く

ひ
ろ
ば
」な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を

�

み
ん
な
で
支
え
合
う
町
づ
く
り
は

　
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
状
況
は
、虐

待
、い
じ
め
な
ど
か
ら
不
登

校
、引
き
こ
も
り
な
ど
が
増

え
て
い
る
傾
向
で
あ
る
と
言

わ
れ
、環
境
や
境
遇
の
変
化
次

第
で
は
誰
に
で
も
起
こ
り
え

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

最
も
大
事
な
の
が
、家
族
愛

で
育
ま
れ
、行
政
、学
校
、地

域
、支
援
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
の
支
え
合
い
で
す
。そ

し
て
、豊
か
な
感
情
に
育
て

あ
げ
、規
範
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、自
ず

と
困
難
を
乗
り
越
え
、成
長

の
過
程
に
結
び
つ
い
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
①
児
童
の
虐
待
、不
登
校

の
現
状
、②
至
る
背
景
か
ら
、

今
、実
施
し
て
い
る
対
応
策
、

③
み
ん
な
で
支
え
合
う
町
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
児
童
虐
待
は
、就

学
前
で
は
50
件
余
り
、

学
齢
期
で
は
約
１
０
０
件
で

す
。不
登
校
は
全
国
的
に
増

加
が
続
い
て
い
ま
す
が
、日

野
町
の
新
規
数
は
減
少
傾
向

で
す
。

②
虐
待
は
貧
困
、親
の
特
性
、

子
ど
も
の
特
性
、環
境
な
ど

様
々
な
事
情
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
子
育
て
・
教
育
相
談

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、子
育

て
や
教
育
に
関
す
る
継
続
し

た
心
理
相
談
を
行
い
、虐
待

の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

③「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
と
し
た
、就
学
前
か

ら
の
専
門
的
な
心
理
的
支
援

等
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整

う
こ
と
は
、虐
待
や
不
登
校

等
を
予
防
、改
善
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
家
庭
の
孤
立
を

防
ぎ
な
が
ら
、誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
体
制
を
整
え
て
い
く

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

行政が主体的に役の整理に取り組むべきでは
その通りだ。しっかりと情報を整理していきたい

◀︎�左の二次元コードから一般質問
で使用した出典資料を見ること
ができます。
　�「こども家庭センター」の重要な
役割が記載されています。

▼西大路地区人権と福祉のまちづくり協議会設立総会の資料

◇
要
望
と
し
て

・�

行
政
都
合
の
縦
割
り
で
住

民
負
担
が
減
ら
な
い
状
況

を
解
消
せ
よ
。

・�

地
域
の
役
の
目
的
役
割
を

一
覧
に
し
て
可
視
化
せ
よ
。

・
町
長
公
約
を
実
行
せ
よ
。
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一 質般 問

は
あ
る
。

③
中
学
校
の
保
護
者
に
ご
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
給
食
費

は
、
年
間
約
2
，0
0
0
万

円
で
、
そ
の
額
を
今
後
毎
年

継
続
し
て
、
町
が
補
償
す
る

こ
と
は
、
教
育
費
全
般
に
も

影
響
し
て
く
る
。

④
請
願
項
目
に
は
、
無
償
化

に
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
日
野
町
の
地
元
食
材
を
活

か
し
、
安
全
で
豊
か
な
給
食

を
実
現
す
る
こ
と
」
も
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
町
と
し
ま
し

て
は
、
ま
ず
安
全
で
安
心
で

き
る
給
食
の
提
供
に
努
め

る
。

⑤
経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭

に
は
、
就
学
援
助
を
実
施
し

て
お
り
、
給
食
費
は
実
質
免

除
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
費
全
般
で
は
施
設
管
理

に
多
額
の
財
源
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
中
学
校
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
。

燃
油
資
材
高
騰
に
よ
る
町
内
業
者・福
祉
施
設
へ
の
影
響
と
町
の
対
応

国
・
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す

①
町
は
商
工
業
者
へ

の
影
響
を
ど
こ
ま
で

把
握
し
て
い
る
の
か
。
業
種

別
の
実
態
調
査
の
有
無
と
そ

の
理
由
は
。

②
国
・
県
の
支
援
制
度
の
把

握
状
況
と
事
業
者
等
へ
の
周

知
方
法
、
町
独
自
の
支
援
策

の
検
討
状
況
は
。

③
物
価
高
騰
に
苦
し
む
事
業

者
等
へ
の
町
独
自
の
緊
急
支

援
の
検
討
状
況
と
、
そ
の
考

え
は
。

④
福
祉
施
設
の
物
資
不
足
対

策
と
し
て
、
共
同
調
達
や
備

蓄
拡
大
な
ど
の
具
体
策
の
検

討
状
況
は
。

⑤
建
設
資
材
高
騰
に
よ
る
福

祉
施
設
整
備
へ
の
影
響
と
、

国
・
県
へ
の
要
望
活
動
の
状

況
は
。

①
全
国
的
な
状
況
と

同
様
の
傾
向
と
捉

え
、
国
・
県
や
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。

②
国
で
は
燃
料
価
格
対
策
や

福
祉
施
設
・
中
小
事
業
者
へ

の
追
加
支
援
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
は
新
た
な
融

資
制
度
を
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
応
を
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

③
町
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
や
近
隣
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
す

る
。

④
民
間
事
業
者
及
び
関
係
団

体
等
と
の
応
援
協
定
の
締
結

に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
物
資
不
足
に

対
応
す
る
た
め
の
共
同
調
達

や
備
蓄
の
拡
大
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑤
町
の
整
備
計
画
に
基
づ
き

整
備
、
計
画
さ
れ
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況

を
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、

資
材
高
騰
に
対
応
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
施
設
整
備
に

対
し
て
支
援
に
必
要
な
経
費

を
予
算
化
し
ま
し
た
。
国
や

県
へ
の
要
望
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

①
小
学
校
で
生
じ
る

補
助
金
と
の
差
額
分

を
、
町
独
自
の
財
源
と
し
て

中
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
充
て
る
と
い
う
考
え
は
あ

る
の
か
。

②
町
単
独
で
無
償
化
が
困
難

な
ら
、
半
額
補
助
や
多
子
世

帯
支
援
な
ど
段
階
的
な
負
担

軽
減
策
を
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。

③
中
学
校
給
食
費
無
償
化
は

国
の
財
源
措
置
が
前
提
な
の

か
そ
れ
と
も
将
来
町
独
自
で

実
施
の
可
能
性
も
あ
る
か
。

④
2
，8
0
0
名
の
請
願
を

踏
ま
え
給
食
費
負
担
軽
減
に

向
け
た
具
体
的
な
検
討
や
財

源
確
保
の
取
組
を
し
た
の

か
。

⑤
日
野
町
と
し
て
給
食
費
の

負
担
軽
減
を
重
要
な
子
育
て

支
援
策
と
し
て
考
え
て
い
る

の
か
。

①
小
学
校
の
学
校
給

食
費
に
対
す
る
負
担

軽
減
交
付
金
を
中
学
校
の
給

食
費
支
援
に
充
て
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

②
試
算
し
て
研
究
し
た
こ
と

騒音･低周波公害の訴えとその対策

林
業
セ
ン
タ
ー
休
日
貸
室
停
止
に
つ
い
て

年
度
途
中
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

　「
夜
中
に
断
続
的

に
工
場
騒
音
が
聞
こ

え
、
よ
く
眠
れ
な
い
。
低
周

波
公
害
で
は
な
い
か
」
と
の

訴
え
を
聞
い
た
。
た
だ
、
感

じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
る
よ

う
だ
。

　
鳥
居
平
、
中
之
郷
、
佐
久

良
の
３
集
落
10
人
余
の
有
感

者
は
、
騒
音
は
夜
中
と
早
朝

が
ひ
ど
い
。
寝
て
い
て
も
目

が
覚
め
る
。
直
近
の
安
部
居

団
地
の
方
は
一
晩
中
う
る
さ

い
の
で
、
以
前
町
の
広
報
に

投
稿
し
、
測
定
に
来
ら
れ
た

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　
発
生
元
と
思
わ
れ
る
工
場 

を
訪
問
し
て
住
民
要
望
を
伝

え
、
対
応
を
伺
う
と
、
①
基

準
は
守
っ
て
い
る
。
②
個
人

差
の
あ
る
お
話
で
、
町
で
集

約
い
た
だ
け
れ
ば
で
き
る
こ

と
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

①
直
近
地
住
民
の
投
稿
内
容

と
そ
れ
へ
の
町
の
対
応
（
測

定
日
時
、場
所
、測
定
方
法
、

回
数
な
ど
）
お
よ
び
結
果
の

概
要
を
伺
う
。

②
低
周
波
公
害
と
の
声
も
あ

る
が
、
町
の
受
け
と
め
、
そ

の
定
義
･
測
定
の
可
否
等
を

伺
う
。

①
令
和
５
年
11
月
に

投
稿
を
受
け
、
町
に

お
い
て
現
地
確
認
を
行
い
、

対
応
を
求
め
た
。
騒
音
測
定

に
つ
い
て
は
、
事
業
所
に
よ

り
敷
地
境
界
で
測
定
さ
れ
、

そ
の
結
果
は
基
準
内
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
策

と
し
て
一
部
の
排
気
口
の
閉

鎖
と
防
音
ド
ア
の
付
け
替
え

を
行
っ
た
と
、
事
業
所
か
ら

投
稿
者
に
説
明
し
た
、
と
の

こ
と
で
町
か
ら
説
明
は
し
て

い
な
い
。

②
低
周
波
公
害
の
解
決
に

は
、
事
象
を
把
握
し
、
原
因

の
特
定
に
向
け
て
の
調
査
が

必
要
。
低
周
波
公
害
は
、
法

令
に
基
づ
く
規
制
基
準
が
な

い
の
で
、解
決
に
向
け
て
は
、

双
方
の
協
力
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
測
定
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
測
定
器
が
数
百
万

円
す
る
こ
と
か
ら
借
り
ら
れ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
客
観
的
な
数
値
を
立
証

す
る
に
は
、
国
家
資
格
を
持

っ
た
方
の
測
定
に
な
る
こ
と

　
日
野
町
林
業
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者

は
、
昨
年
12
月
定
例
会
議
で

引
き
続
き
、
滋
賀
県
森
林
組

合
と
な
っ
た
。
今
ま
で
か
ら

土
日
等
の
セ
ン
タ
ー
業
務
は

停
止
で
も
、
ホ
ー
ル
や
研
修

室
の
利
用
は
可
能
で
、
そ
れ

が
継
続
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年
度
か
ら

貸
室
等
も
含
め
休
日
は
全
面

閉
館
と
な
っ
た
。
三
年
前
ま

で
利
用
で
き
た
勤
福
ホ
ー
ル

に
続
い
て
、
役
場
近
辺
の
30

～
50
人
規
模
の
収
容
施
設
が

土
日
等
に
お
い
て
は
、
わ
た

む
き
ホ
ー
ル
、
日
野
公
民
館

ぐ
ら
い
し
か
利
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
３

月
の
張
り
紙
で
利
用
者
に
初

め
て
伝
わ
っ
た
。

①
そ
の
経
緯
と
理
由
を
伺
う
。

②
昨
年
12
月
時
点
で
は
協
議

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

③
近
年
の
セ
ン
タ
ー
休
日
に

お
け
る
ホ
ー
ル
、
研
修
室
等

の
利
用
実
績
を
伺
う
。

④
休
日
利
用
可
能
な
他
施
設

の
空
き
状
況
を
伺
う
。

①
従
来
か
ら
条
例
で

土
日
と
祝
日
を
休
館

日
と
定
め
て
い
る
が
、
指
定

管
理
者
の
努
力
で
貸
館
利
用

を
可
能
に
し
て
き
た
。
し
か

し
、
管
理
費
用
が
赤
字
で
休

館
に
し
た
い
と
相
談
が
あ
っ

た
。
町
は
協
議
を
し
た
が
、

閉
館
は
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
こ
の
こ
と
は
昨
年
10
月
の

選
定
委
員
会
で
要
望
さ
れ
た
。

12
月
定
例
会
議
時
点
で
わ
か

っ
て
い
た
が
、
選
定
に
か
か

る
内
容
で
は
な
い
と
思
い
、

説
明
し
な
か
っ
た
。

③
休
館
日
に
お
け
る
貸
室
利

用
は
こ
の
３
年
で
１
９
９
件

（
平
均
す
る
と
毎
週
１
件
余
）。

今
ま
で
か
ら
よ
く
利
用
し
て

い
た
団
体
な
ど
に
休
館
に
つ

い
て
意
向
を
聞
く
こ
と
は
し

て
い
な
い
。

④
直
近
５
月
に
勤
労
福
祉
会

館
１
０
１
お
よ
び
２
０
１
会

議
室
が
両
方
と
も
埋
ま
っ
て

い
た
の
は
１
日
の
み
。
わ
た

む
き
ホ
ー
ル
虹
の
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
の
土
日
稼
働
率
は
50

％
程
度
、
会
議
室
や
研
修
室

は
土
曜
の
定
期
利
用
が
多
い

が
日
曜
は
比
較
的
空
い
て
い

る
。
日
野
公
民
館
の
土
日
の

利
用
は
比
較
的
多
い
。

　
な
お
、
林
業
セ
ン
タ
ー
休

館
日
の
貸
室
に
つ
い
て
は
、

利
用
可
能
と
な
る
方
向
で
努

力
し
た
い
。

騒音は基準内、低周波公害は双方の協力必要

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

安全で安心できる給食の提供の充実

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

中学校の給食無償化はどうなる

◇
要
望
と
し
て
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
は

町
の
未
来
へ
の
投
資
で
す
。

子
育
て
支
援
を
重
要
施
策

と
す
る
な
ら
、国
の
制
度
化

を
待
つ
だ
け
で
な
く
、町
独

自
の
財
源
確
保
や
負
担
軽

減
策
を
検
討
し
、一
日
も
早

い
中
学
校
給
食
費
無
償
化

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
す
。

◇
要
望
と
し
て
　

現
場
で
は
事
業
者
や
福
祉

施
設
が
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。日
野
町
に
は
、

国
や
県
の
動
向
を
待
つ
の

で
は
な
く
、実
態
を
把
握
し
、

先
手
を
打
っ
て
必
要
な
支

援
策
の
検
討
と
県
・
国
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
よ
う
要

望
し
ま
す
。

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

進
め
て
い
く
の
か
検
討
す

る
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

19 議会だより
日野町議会

2026.８.15

一 質般 問

は
あ
る
。

③
中
学
校
の
保
護
者
に
ご
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
給
食
費

は
、
年
間
約
2
，0
0
0
万

円
で
、
そ
の
額
を
今
後
毎
年

継
続
し
て
、
町
が
補
償
す
る

こ
と
は
、
教
育
費
全
般
に
も

影
響
し
て
く
る
。

④
請
願
項
目
に
は
、
無
償
化

に
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
日
野
町
の
地
元
食
材
を
活

か
し
、
安
全
で
豊
か
な
給
食

を
実
現
す
る
こ
と
」
も
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
町
と
し
ま
し

て
は
、
ま
ず
安
全
で
安
心
で

き
る
給
食
の
提
供
に
努
め

る
。

⑤
経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭

に
は
、
就
学
援
助
を
実
施
し

て
お
り
、
給
食
費
は
実
質
免

除
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
費
全
般
で
は
施
設
管
理

に
多
額
の
財
源
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
中
学
校
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
。

燃
油
資
材
高
騰
に
よ
る
町
内
業
者・福
祉
施
設
へ
の
影
響
と
町
の
対
応

国
・
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す

①
町
は
商
工
業
者
へ

の
影
響
を
ど
こ
ま
で

把
握
し
て
い
る
の
か
。
業
種

別
の
実
態
調
査
の
有
無
と
そ

の
理
由
は
。

②
国
・
県
の
支
援
制
度
の
把

握
状
況
と
事
業
者
等
へ
の
周

知
方
法
、
町
独
自
の
支
援
策

の
検
討
状
況
は
。

③
物
価
高
騰
に
苦
し
む
事
業

者
等
へ
の
町
独
自
の
緊
急
支

援
の
検
討
状
況
と
、
そ
の
考

え
は
。

④
福
祉
施
設
の
物
資
不
足
対

策
と
し
て
、
共
同
調
達
や
備

蓄
拡
大
な
ど
の
具
体
策
の
検

討
状
況
は
。

⑤
建
設
資
材
高
騰
に
よ
る
福

祉
施
設
整
備
へ
の
影
響
と
、

国
・
県
へ
の
要
望
活
動
の
状

況
は
。

①
全
国
的
な
状
況
と

同
様
の
傾
向
と
捉

え
、
国
・
県
や
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。

②
国
で
は
燃
料
価
格
対
策
や

福
祉
施
設
・
中
小
事
業
者
へ

の
追
加
支
援
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
は
新
た
な
融

資
制
度
を
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
応
を
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

③
町
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
や
近
隣
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
す

る
。

④
民
間
事
業
者
及
び
関
係
団

体
等
と
の
応
援
協
定
の
締
結

に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
物
資
不
足
に

対
応
す
る
た
め
の
共
同
調
達

や
備
蓄
の
拡
大
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑤
町
の
整
備
計
画
に
基
づ
き

整
備
、
計
画
さ
れ
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況

を
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、

資
材
高
騰
に
対
応
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
施
設
整
備
に

対
し
て
支
援
に
必
要
な
経
費

を
予
算
化
し
ま
し
た
。
国
や

県
へ
の
要
望
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

①
小
学
校
で
生
じ
る

補
助
金
と
の
差
額
分

を
、
町
独
自
の
財
源
と
し
て

中
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
充
て
る
と
い
う
考
え
は
あ

る
の
か
。

②
町
単
独
で
無
償
化
が
困
難

な
ら
、
半
額
補
助
や
多
子
世

帯
支
援
な
ど
段
階
的
な
負
担

軽
減
策
を
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。

③
中
学
校
給
食
費
無
償
化
は

国
の
財
源
措
置
が
前
提
な
の

か
そ
れ
と
も
将
来
町
独
自
で

実
施
の
可
能
性
も
あ
る
か
。

④
2
，8
0
0
名
の
請
願
を

踏
ま
え
給
食
費
負
担
軽
減
に

向
け
た
具
体
的
な
検
討
や
財

源
確
保
の
取
組
を
し
た
の

か
。

⑤
日
野
町
と
し
て
給
食
費
の

負
担
軽
減
を
重
要
な
子
育
て

支
援
策
と
し
て
考
え
て
い
る

の
か
。

①
小
学
校
の
学
校
給

食
費
に
対
す
る
負
担

軽
減
交
付
金
を
中
学
校
の
給

食
費
支
援
に
充
て
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

②
試
算
し
て
研
究
し
た
こ
と

騒音･低周波公害の訴えとその対策

林
業
セ
ン
タ
ー
休
日
貸
室
停
止
に
つ
い
て

年
度
途
中
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

　「
夜
中
に
断
続
的

に
工
場
騒
音
が
聞
こ

え
、
よ
く
眠
れ
な
い
。
低
周

波
公
害
で
は
な
い
か
」
と
の

訴
え
を
聞
い
た
。
た
だ
、
感

じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
る
よ

う
だ
。

　
鳥
居
平
、
中
之
郷
、
佐
久

良
の
３
集
落
10
人
余
の
有
感

者
は
、
騒
音
は
夜
中
と
早
朝

が
ひ
ど
い
。
寝
て
い
て
も
目

が
覚
め
る
。
直
近
の
安
部
居

団
地
の
方
は
一
晩
中
う
る
さ

い
の
で
、
以
前
町
の
広
報
に

投
稿
し
、
測
定
に
来
ら
れ
た

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　
発
生
元
と
思
わ
れ
る
工
場 

を
訪
問
し
て
住
民
要
望
を
伝

え
、
対
応
を
伺
う
と
、
①
基

準
は
守
っ
て
い
る
。
②
個
人

差
の
あ
る
お
話
で
、
町
で
集

約
い
た
だ
け
れ
ば
で
き
る
こ

と
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

①
直
近
地
住
民
の
投
稿
内
容

と
そ
れ
へ
の
町
の
対
応
（
測

定
日
時
、場
所
、測
定
方
法
、

回
数
な
ど
）
お
よ
び
結
果
の

概
要
を
伺
う
。

②
低
周
波
公
害
と
の
声
も
あ

る
が
、
町
の
受
け
と
め
、
そ

の
定
義
･
測
定
の
可
否
等
を

伺
う
。

①
令
和
５
年
11
月
に

投
稿
を
受
け
、
町
に

お
い
て
現
地
確
認
を
行
い
、

対
応
を
求
め
た
。
騒
音
測
定

に
つ
い
て
は
、
事
業
所
に
よ

り
敷
地
境
界
で
測
定
さ
れ
、

そ
の
結
果
は
基
準
内
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
策

と
し
て
一
部
の
排
気
口
の
閉

鎖
と
防
音
ド
ア
の
付
け
替
え

を
行
っ
た
と
、
事
業
所
か
ら

投
稿
者
に
説
明
し
た
、
と
の

こ
と
で
町
か
ら
説
明
は
し
て

い
な
い
。

②
低
周
波
公
害
の
解
決
に

は
、
事
象
を
把
握
し
、
原
因

の
特
定
に
向
け
て
の
調
査
が

必
要
。
低
周
波
公
害
は
、
法

令
に
基
づ
く
規
制
基
準
が
な

い
の
で
、解
決
に
向
け
て
は
、

双
方
の
協
力
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
測
定
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
測
定
器
が
数
百
万

円
す
る
こ
と
か
ら
借
り
ら
れ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
客
観
的
な
数
値
を
立
証

す
る
に
は
、
国
家
資
格
を
持

っ
た
方
の
測
定
に
な
る
こ
と

　
日
野
町
林
業
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者

は
、
昨
年
12
月
定
例
会
議
で

引
き
続
き
、
滋
賀
県
森
林
組

合
と
な
っ
た
。
今
ま
で
か
ら

土
日
等
の
セ
ン
タ
ー
業
務
は

停
止
で
も
、
ホ
ー
ル
や
研
修

室
の
利
用
は
可
能
で
、
そ
れ

が
継
続
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年
度
か
ら

貸
室
等
も
含
め
休
日
は
全
面

閉
館
と
な
っ
た
。
三
年
前
ま

で
利
用
で
き
た
勤
福
ホ
ー
ル

に
続
い
て
、
役
場
近
辺
の
30

～
50
人
規
模
の
収
容
施
設
が

土
日
等
に
お
い
て
は
、
わ
た

む
き
ホ
ー
ル
、
日
野
公
民
館

ぐ
ら
い
し
か
利
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
３

月
の
張
り
紙
で
利
用
者
に
初

め
て
伝
わ
っ
た
。

①
そ
の
経
緯
と
理
由
を
伺
う
。

②
昨
年
12
月
時
点
で
は
協
議

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

③
近
年
の
セ
ン
タ
ー
休
日
に

お
け
る
ホ
ー
ル
、
研
修
室
等

の
利
用
実
績
を
伺
う
。

④
休
日
利
用
可
能
な
他
施
設

の
空
き
状
況
を
伺
う
。

①
従
来
か
ら
条
例
で

土
日
と
祝
日
を
休
館

日
と
定
め
て
い
る
が
、
指
定

管
理
者
の
努
力
で
貸
館
利
用

を
可
能
に
し
て
き
た
。
し
か

し
、
管
理
費
用
が
赤
字
で
休

館
に
し
た
い
と
相
談
が
あ
っ

た
。
町
は
協
議
を
し
た
が
、

閉
館
は
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
こ
の
こ
と
は
昨
年
10
月
の

選
定
委
員
会
で
要
望
さ
れ
た
。

12
月
定
例
会
議
時
点
で
わ
か

っ
て
い
た
が
、
選
定
に
か
か

る
内
容
で
は
な
い
と
思
い
、

説
明
し
な
か
っ
た
。

③
休
館
日
に
お
け
る
貸
室
利

用
は
こ
の
３
年
で
１
９
９
件

（
平
均
す
る
と
毎
週
１
件
余
）。

今
ま
で
か
ら
よ
く
利
用
し
て

い
た
団
体
な
ど
に
休
館
に
つ

い
て
意
向
を
聞
く
こ
と
は
し

て
い
な
い
。

④
直
近
５
月
に
勤
労
福
祉
会

館
１
０
１
お
よ
び
２
０
１
会

議
室
が
両
方
と
も
埋
ま
っ
て

い
た
の
は
１
日
の
み
。
わ
た

む
き
ホ
ー
ル
虹
の
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
の
土
日
稼
働
率
は
50

％
程
度
、
会
議
室
や
研
修
室

は
土
曜
の
定
期
利
用
が
多
い

が
日
曜
は
比
較
的
空
い
て
い

る
。
日
野
公
民
館
の
土
日
の

利
用
は
比
較
的
多
い
。

　
な
お
、
林
業
セ
ン
タ
ー
休

館
日
の
貸
室
に
つ
い
て
は
、

利
用
可
能
と
な
る
方
向
で
努

力
し
た
い
。

騒音は基準内、低周波公害は双方の協力必要

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

安全で安心できる給食の提供の充実

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

中学校の給食無償化はどうなる

◇
要
望
と
し
て
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
は

町
の
未
来
へ
の
投
資
で
す
。

子
育
て
支
援
を
重
要
施
策

と
す
る
な
ら
、国
の
制
度
化

を
待
つ
だ
け
で
な
く
、町
独

自
の
財
源
確
保
や
負
担
軽

減
策
を
検
討
し
、一
日
も
早

い
中
学
校
給
食
費
無
償
化

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
す
。

◇
要
望
と
し
て
　

現
場
で
は
事
業
者
や
福
祉

施
設
が
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。日
野
町
に
は
、

国
や
県
の
動
向
を
待
つ
の

で
は
な
く
、実
態
を
把
握
し
、

先
手
を
打
っ
て
必
要
な
支

援
策
の
検
討
と
県
・
国
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
よ
う
要

望
し
ま
す
。

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

進
め
て
い
く
の
か
検
討
す

る
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

　
役
場
か
ら
発
表
さ

れ
る
集
落
別
人
口

の
集
計
表
を
み
て
い
ま
す

と
、
こ
の
町
の
人
口
が
年
間

2
0
0
人
の
ペ
ー
ス
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
2
0
0
人
の

人
口
規
模
は
村
井
西
之
宮
町

や
、
蓮
花
寺
、
清
田
、
中
之

郷
、
十
禅
師
な
ど
の
地
区
が

該
当
し
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
は
チ
ェ
ー
ン

店
の
撤
退
や
銀
行
店
舗
の
減

少
と
な
り
、
ひ
い
て
は
町
の

商
工
業
の
体
力
低
下
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
結
婚
新
生
活
支
援

補
助
金
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
①
補
助
金
の
趣
旨
と
制

度
の
説
明
②
今
ま
で
の
利
用

件
数
と
問
合
せ
を
含
め
た
利

用
者
像
は
ど
う
か
③
各
市
町

に
同
じ
よ
う
な
制
度
が
あ
る

の
で
補
助
金
の
増
額
や
条
件

緩
和
な
ど
日
野
町
独
自
の
取

組
み
が
で
き
な
い
か
④
令
和

8
年
度
の
周
知
方
法
な
ど
取

組
内
容
は
ど
う
す
る
の
か
。

①
婚
姻
に
伴
う
新
生

活
に
か
か
る
住
宅
取

得
費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
引
越

　
綿
向
山
は
現
在
綿

向
生
産
森
林
組
合
の

大
規
模
伐
採
作
業
の
た
め
竜

王
山
コ
ー
ス
を
除
く
登
山
コ

ー
ス
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
令
和
9
年
か
ら
表
参
道

コ
ー
ス
含
め
通
行
が
再
開
さ

れ
る
と
き
い
て
い
ま
す
。
少

し
早
い
で
す
が
、
冬
山
シ
ー

ズ
ン
に
む
け
て
そ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
伐
採
工
事
開
始
前
の
綿
向

山
は
手
軽
に
雪
山
登
山
を
楽

し
め
る
と
、
樹
氷
と
「
綿
向

ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ
る
降
雪

後
の
青
空
を
求
め
こ
の
時
期

の
祝
祭
日
に
は
一
日
あ
た
り

2
0
0
名
程
度
の
来
訪
者
が

県
内
外
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
西
明
寺
地
区
に

近
い
3
カ
所
あ
る
御
幸
橋
駐

　
総
合
計
画
の
中
で

は
、
日
野
町
幼
児
教

育
研
究
会
を
中
心
に
、
研
修

や
園
内
研
究
を
進
め
、
保
育

の
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
施
設
整
備
等
に

努
め
ま
す
。
と
し
て
い
る
。

現
在
、
町
で
は
幼
児
教
育
保

育
施
設
の
再
編
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
幼
児
教
育
・

保
育
の
充
実
に
つ
い
て
何
点

か
伺
う
。

①
保
育
所
に
お
け
る
食
育
は

生
涯
に
わ
た
る
食
を
営
む
力

を
培
う
た
め
重
要
と
い
わ
れ

て
い
る
。
町
の
公
立
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
で
の
食
育
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

②
栄
養
士
が
、
保
育
所
等
の

給
食
の
献
立
検
討
等
の
対
応

を
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
や
調
理
師
と
の
連

携
は
十
分
な
の
か
。

③
「
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ

車
場
が
満
車
状
態
と
な
り
、

冬
道
装
備
を
し
て
し
な
い
県

外
ナ
ン
バ
ー
車
の
ス
タ
ッ
ク

や
周
辺
県
道
や
生
活
道
路
へ

の
違
法
駐
車
が
横
行
し
、
そ

の
こ
と
か
ら
救
急
車
・
消
防

車
が
地
区
内
に
入
れ
な
い
と

い
う
不
安
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
閉
山
前
の
何
シ
ー
ズ
ン

か
は
、
役
場
は
じ
め
関
係
者

の
方
々
が
早
朝
に
積
雪
後
の

交
通
整
理
に
当
た
っ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
冬

山
登
山
バ
ス
の
実
施
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
土
日
や
祝
日
に
西
明
寺

口
バ
ス
停
ま
で
朝
は
上
り
3

本
程
度
、
お
昼
ご
ろ
に
下
り

3
本
程
度
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
発
着
は
滋
賀
農
業
公
園

ブ
ル
ー
メ
の
丘
の
駐
車
場
か

役
場
北
側
駐
車
場
で
す
。
料

金
は
運
行
す
る
こ
と
で
利
益

が
で
る
金
額
設
定
で
い
い
と

考
え
ま
す
。
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
方
式
と
な
り
ま
す
の

プ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
保

護
者
が
お
む
つ
に
名
前
を
記

入
す
る
手
間
が
減
り
、
保
育

士
も
個
々
の
仕
分
け
時
間
が

軽
減
で
き
る
等
い
わ
れ
て
い

る
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

①
各
園
で
は
様
々
な

経
験
を
通
じ
て
、
園

児
が
「
食
」
に
関
す
る
興
味

や
関
心
が
持
て
る
よ
う
、

日
々
食
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
園
児
や
保
護
者
に
対
し

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
日
の
給
食

の
献
立
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

で
掲
示
し
、
調
理
中
の
匂
い

と
相
ま
っ
て
、
園
児
た
ち
は

給
食
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
る
。
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
町
独
自
の
食
育
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
申
出

が
あ
る
お
子
様
は
、
医
療
機

関
を
受
診
い
た
だ
き
「
管
理

で
、
町
内
で
の
食
事
や
お
買

い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
環
境
に
も
よ
く
、
地
元

の
方
に
も
、
登
山
来
訪
者
に

も
、
交
通
整
理
に
出
て
い
た

だ
く
関
係
者
の
方
に
も
三
方

に
も
四
方
に
も
よ
し
と
な
り

ま
す
。
町
外
在
住
の
綿
向
山

愛
好
家
の
方
か
ら
も
要
望
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
対
す
る
町
当

局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
2
月
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
方
式
に
よ
り
運
賃
無
料
で

実
証
実
験
を
実
施
し
利
用
者

は
延
べ
1
7
8
人
と
一
定
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
一
方
で
バ
ス
運
行
事

業
者
か
ら
は
有
料
運
行
は
採

算
性
の
観
点
か
ら
困
難
と
回

答
を
得
て
い
ま
す
。
自
然
現

象
な
の
で
天
候
に
も
左
右
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
冬
季
登
山

者
へ
の
対
応
の
あ
り
方
を
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

指
導
票
」
を
作
成
、
こ
れ
を

基
に
園
長
、
養
護
教
諭
、
調

理
師
、
福
祉
保
健
課
の
管
理

栄
養
士
が
、
協
議
し
、
個
別

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

③
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
導
入
に

つ
い
て
は
、
費
用
負
担
の
あ

り
方
や
町
内
私
立
園
と
の
調

整
な
ど
課
題
等
も
あ
る
。
保

護
者
や
保
育
現
場
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
等
調
査
し
町
の
実
情

に
見
合
っ
た
最
適
な
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
研
究
し
た
い
。

　
若
い
世
代
が
い
つ

ま
で
も
日
野
町
に
住

み
続
け
た
い
。ま
た
、他
市
町

の
人
も
日
野
に
住
ん
で
み
よ

う
か
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る

町
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
結
婚
に
関
係
す
る
町

の
支
援
施
策
に
つ
い
て
何
点

か
伺
う
。

①
婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
２
団
体
が
婚
活
支

援
事
業
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
は「
ク
ラ
ブ
キ
ュ
ピ
ド

ン
」が
あ
り
ま
す
が
、活
動
状

況
や
問
題
点
を
伺
う
。

②
結
婚
応
援
補
助
金
事
業
の

周
知
は
十
分
な
の
か
。

③
日
野
町
の
婚
姻
数
の
推
移

に
つ
い
て
、現
状
分
析
や
町

の
見
解
は
。

④
婚
姻
届
に
つ
い
て
、結
婚

を
決
め
た
お
二
人
を
温
か
く

祝
福
し
、思
い
出
と
な
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
作
成
さ

れ
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、町
の
見
解
は
。

①
２
団
体
と
意
見
交

換
を
行
い
、女
性
参

加
者
が
少
な
い
、事
業
運
営

へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

ク
ラ
ブ
キ
ュ
ピ
ド
ン
主
催
事

業
は
出
来
て
い
な
い
が
会
員

向
け
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
提
供
し
て
い
る
。

②
結
婚
応
援
補
助
金
の
交
付

実
績
は
４
件
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

情
報
が
届
く
よ
う
に
、S

 
N
 

S
な
ど
利
用
者
が
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め

る
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

③
町
の
婚
姻
数
は
婚
姻
届
を

受
理
し
た
件
数
で
、町
に
住

所
が
な
い
方
も
含
ま
れ
る
が
、

令
和
６
年
度
60
件
、令
和
７

年
度
40
件
と
減
少
し
て
い
る
。

若
年
女
性
の
人
口
減
少
や
男

性
の
未
婚
率
が
全
国
平
均
よ

り
高
い
こ
と
が
要
因
と
捉
え

て
い
る
。若
い
世
代
の
出
会

い
の
機
会
を
広
げ
る
取
組
み

を
進
め
た
い
。

④
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
の
作

成
に
つ
い
て
は
、デ
ザ
イ
ン

作
成
費
用
の
課
題
も
あ
り
、

費
用
対
効
果
、フ
ォ
ト
ス
ポ

ッ
ト
設
置
を
含
め
た
周
辺
施

策
と
組
み
合
わ
せ
検
討
し
た

い
。

費
用
な
ど
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
、
夫
婦
所
得

5
0
0
万
円
未
満
の
方
を

対
象
に
年
齢
に
よ
り
30
万
円

ま
た
は
60
万
円
を
上
限
に
補

助
す
る
制
度
で
す
。

②
令
和
6
年
度
は
住
宅
取
得

に
１
件
、
7
年
度
は
引
越
費

用
に
2
件
を
交
付
し
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
町
内
で
新
生
活

を
始
め
る
ご
夫
婦
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

③
ご
提
案
い
た
だ
い
た
補
助

金
の
増
額
や
所
得
制
限
の
条

件
緩
和
に
つ
い
て
は
新
た
な

町
の
財
源
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
近
隣
市
町
の
状
況
を

調
査
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

④
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
る
際

に
窓
口
で
案
内
す
る
と
と
も

に
町
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
情
報
発
信
し
て
い
る
が
、

今
後
は
よ
り
幅
広
い
媒
体
で

の
情
報
提
供
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

結婚支援の充実について
若い世代の出会いの機会を広げる取組みを進めたい 近隣市町の状況を調査しながら検討してまいります

日野町結婚新生活支援補助金の制度利用拡大にむけて

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

綿
向
山
冬
季
登
山
者
の
交
通
手
段
を
考
え
る

幼
児
教
育・保
育
の
充
実
に
つ
い
て

既
存
公
共
交
通
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
ア
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一 質般 問

　
役
場
か
ら
発
表
さ

れ
る
集
落
別
人
口

の
集
計
表
を
み
て
い
ま
す

と
、
こ
の
町
の
人
口
が
年
間

2
0
0
人
の
ペ
ー
ス
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
2
0
0
人
の

人
口
規
模
は
村
井
西
之
宮
町

や
、
蓮
花
寺
、
清
田
、
中
之

郷
、
十
禅
師
な
ど
の
地
区
が

該
当
し
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
は
チ
ェ
ー
ン

店
の
撤
退
や
銀
行
店
舗
の
減

少
と
な
り
、
ひ
い
て
は
町
の

商
工
業
の
体
力
低
下
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
結
婚
新
生
活
支
援

補
助
金
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
①
補
助
金
の
趣
旨
と
制

度
の
説
明
②
今
ま
で
の
利
用

件
数
と
問
合
せ
を
含
め
た
利

用
者
像
は
ど
う
か
③
各
市
町

に
同
じ
よ
う
な
制
度
が
あ
る

の
で
補
助
金
の
増
額
や
条
件

緩
和
な
ど
日
野
町
独
自
の
取

組
み
が
で
き
な
い
か
④
令
和

8
年
度
の
周
知
方
法
な
ど
取

組
内
容
は
ど
う
す
る
の
か
。

①
婚
姻
に
伴
う
新
生

活
に
か
か
る
住
宅
取

得
費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
引
越

　
綿
向
山
は
現
在
綿

向
生
産
森
林
組
合
の

大
規
模
伐
採
作
業
の
た
め
竜

王
山
コ
ー
ス
を
除
く
登
山
コ

ー
ス
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
令
和
9
年
か
ら
表
参
道

コ
ー
ス
含
め
通
行
が
再
開
さ

れ
る
と
き
い
て
い
ま
す
。
少

し
早
い
で
す
が
、
冬
山
シ
ー

ズ
ン
に
む
け
て
そ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
伐
採
工
事
開
始
前
の
綿
向

山
は
手
軽
に
雪
山
登
山
を
楽

し
め
る
と
、
樹
氷
と
「
綿
向

ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ
る
降
雪

後
の
青
空
を
求
め
こ
の
時
期

の
祝
祭
日
に
は
一
日
あ
た
り

2
0
0
名
程
度
の
来
訪
者
が

県
内
外
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
西
明
寺
地
区
に

近
い
3
カ
所
あ
る
御
幸
橋
駐

　
総
合
計
画
の
中
で

は
、
日
野
町
幼
児
教

育
研
究
会
を
中
心
に
、
研
修

や
園
内
研
究
を
進
め
、
保
育

の
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
施
設
整
備
等
に

努
め
ま
す
。
と
し
て
い
る
。

現
在
、
町
で
は
幼
児
教
育
保

育
施
設
の
再
編
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
幼
児
教
育
・

保
育
の
充
実
に
つ
い
て
何
点

か
伺
う
。

①
保
育
所
に
お
け
る
食
育
は

生
涯
に
わ
た
る
食
を
営
む
力

を
培
う
た
め
重
要
と
い
わ
れ

て
い
る
。
町
の
公
立
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
で
の
食
育
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

②
栄
養
士
が
、
保
育
所
等
の

給
食
の
献
立
検
討
等
の
対
応

を
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
や
調
理
師
と
の
連

携
は
十
分
な
の
か
。

③
「
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ

車
場
が
満
車
状
態
と
な
り
、

冬
道
装
備
を
し
て
し
な
い
県

外
ナ
ン
バ
ー
車
の
ス
タ
ッ
ク

や
周
辺
県
道
や
生
活
道
路
へ

の
違
法
駐
車
が
横
行
し
、
そ

の
こ
と
か
ら
救
急
車
・
消
防

車
が
地
区
内
に
入
れ
な
い
と

い
う
不
安
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
閉
山
前
の
何
シ
ー
ズ
ン

か
は
、
役
場
は
じ
め
関
係
者

の
方
々
が
早
朝
に
積
雪
後
の

交
通
整
理
に
当
た
っ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
冬

山
登
山
バ
ス
の
実
施
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
土
日
や
祝
日
に
西
明
寺

口
バ
ス
停
ま
で
朝
は
上
り
3

本
程
度
、
お
昼
ご
ろ
に
下
り

3
本
程
度
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
発
着
は
滋
賀
農
業
公
園

ブ
ル
ー
メ
の
丘
の
駐
車
場
か

役
場
北
側
駐
車
場
で
す
。
料

金
は
運
行
す
る
こ
と
で
利
益

が
で
る
金
額
設
定
で
い
い
と

考
え
ま
す
。
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
方
式
と
な
り
ま
す
の

プ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
保

護
者
が
お
む
つ
に
名
前
を
記

入
す
る
手
間
が
減
り
、
保
育

士
も
個
々
の
仕
分
け
時
間
が

軽
減
で
き
る
等
い
わ
れ
て
い

る
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

①
各
園
で
は
様
々
な

経
験
を
通
じ
て
、
園

児
が
「
食
」
に
関
す
る
興
味

や
関
心
が
持
て
る
よ
う
、

日
々
食
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
園
児
や
保
護
者
に
対
し

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
日
の
給
食

の
献
立
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

で
掲
示
し
、
調
理
中
の
匂
い

と
相
ま
っ
て
、
園
児
た
ち
は

給
食
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
る
。
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
町
独
自
の
食
育
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
申
出

が
あ
る
お
子
様
は
、
医
療
機

関
を
受
診
い
た
だ
き
「
管
理

で
、
町
内
で
の
食
事
や
お
買

い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
環
境
に
も
よ
く
、
地
元

の
方
に
も
、
登
山
来
訪
者
に

も
、
交
通
整
理
に
出
て
い
た

だ
く
関
係
者
の
方
に
も
三
方

に
も
四
方
に
も
よ
し
と
な
り

ま
す
。
町
外
在
住
の
綿
向
山

愛
好
家
の
方
か
ら
も
要
望
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
対
す
る
町
当

局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
2
月
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
方
式
に
よ
り
運
賃
無
料
で

実
証
実
験
を
実
施
し
利
用
者

は
延
べ
1
7
8
人
と
一
定
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
一
方
で
バ
ス
運
行
事

業
者
か
ら
は
有
料
運
行
は
採

算
性
の
観
点
か
ら
困
難
と
回

答
を
得
て
い
ま
す
。
自
然
現

象
な
の
で
天
候
に
も
左
右
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
冬
季
登
山

者
へ
の
対
応
の
あ
り
方
を
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

指
導
票
」
を
作
成
、
こ
れ
を

基
に
園
長
、
養
護
教
諭
、
調

理
師
、
福
祉
保
健
課
の
管
理

栄
養
士
が
、
協
議
し
、
個
別

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

③
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
導
入
に

つ
い
て
は
、
費
用
負
担
の
あ

り
方
や
町
内
私
立
園
と
の
調

整
な
ど
課
題
等
も
あ
る
。
保

護
者
や
保
育
現
場
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
等
調
査
し
町
の
実
情

に
見
合
っ
た
最
適
な
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
研
究
し
た
い
。

　
若
い
世
代
が
い
つ

ま
で
も
日
野
町
に
住

み
続
け
た
い
。ま
た
、他
市
町

の
人
も
日
野
に
住
ん
で
み
よ

う
か
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る

町
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
結
婚
に
関
係
す
る
町

の
支
援
施
策
に
つ
い
て
何
点

か
伺
う
。

①
婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
２
団
体
が
婚
活
支

援
事
業
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
は「
ク
ラ
ブ
キ
ュ
ピ
ド

ン
」が
あ
り
ま
す
が
、活
動
状

況
や
問
題
点
を
伺
う
。

②
結
婚
応
援
補
助
金
事
業
の

周
知
は
十
分
な
の
か
。

③
日
野
町
の
婚
姻
数
の
推
移

に
つ
い
て
、現
状
分
析
や
町

の
見
解
は
。

④
婚
姻
届
に
つ
い
て
、結
婚

を
決
め
た
お
二
人
を
温
か
く

祝
福
し
、思
い
出
と
な
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
作
成
さ

れ
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、町
の
見
解
は
。

①
２
団
体
と
意
見
交

換
を
行
い
、女
性
参

加
者
が
少
な
い
、事
業
運
営

へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

ク
ラ
ブ
キ
ュ
ピ
ド
ン
主
催
事

業
は
出
来
て
い
な
い
が
会
員

向
け
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
提
供
し
て
い
る
。

②
結
婚
応
援
補
助
金
の
交
付

実
績
は
４
件
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

情
報
が
届
く
よ
う
に
、S

 
N
 

S
な
ど
利
用
者
が
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め

る
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

③
町
の
婚
姻
数
は
婚
姻
届
を

受
理
し
た
件
数
で
、町
に
住

所
が
な
い
方
も
含
ま
れ
る
が
、

令
和
６
年
度
60
件
、令
和
７

年
度
40
件
と
減
少
し
て
い
る
。

若
年
女
性
の
人
口
減
少
や
男

性
の
未
婚
率
が
全
国
平
均
よ

り
高
い
こ
と
が
要
因
と
捉
え

て
い
る
。若
い
世
代
の
出
会

い
の
機
会
を
広
げ
る
取
組
み

を
進
め
た
い
。

④
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
の
作

成
に
つ
い
て
は
、デ
ザ
イ
ン

作
成
費
用
の
課
題
も
あ
り
、

費
用
対
効
果
、フ
ォ
ト
ス
ポ

ッ
ト
設
置
を
含
め
た
周
辺
施

策
と
組
み
合
わ
せ
検
討
し
た

い
。

費
用
な
ど
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
、
夫
婦
所
得

5
0
0
万
円
未
満
の
方
を

対
象
に
年
齢
に
よ
り
30
万
円

ま
た
は
60
万
円
を
上
限
に
補

助
す
る
制
度
で
す
。

②
令
和
6
年
度
は
住
宅
取
得

に
１
件
、
7
年
度
は
引
越
費

用
に
2
件
を
交
付
し
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
町
内
で
新
生
活

を
始
め
る
ご
夫
婦
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

③
ご
提
案
い
た
だ
い
た
補
助

金
の
増
額
や
所
得
制
限
の
条

件
緩
和
に
つ
い
て
は
新
た
な

町
の
財
源
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
近
隣
市
町
の
状
況
を

調
査
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

④
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
る
際

に
窓
口
で
案
内
す
る
と
と
も

に
町
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
情
報
発
信
し
て
い
る
が
、

今
後
は
よ
り
幅
広
い
媒
体
で

の
情
報
提
供
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

結婚支援の充実について
若い世代の出会いの機会を広げる取組みを進めたい 近隣市町の状況を調査しながら検討してまいります
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柚
ゆの
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３日	 東近江地区交通安全決起大会　総務常任委員長、議会運営委員長
６日～15日　春の全国交通安全運動街頭啓発 　議員全員
９日	 町立小学校入学式 　各小学校区議員
15日	 東近江土木事務所長、道路課長面談　議長、産業建設常任委員長
20日～21日　市町村長等・議会議員特別セミナー　福永、野矢
22日	 蒲生郡町村議会議長会定期総会　議長、副議長
28日	 日野町女性農業者座談会　錦戸、松田、中西

４月

議長公務　日野町議会議長、滋賀県町村議会議長会会長、全国町村議会議長会副会長公務として 26件
その他 
一部事務組合（東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会）などがあります。

５日	 第56回日野中学校体育祭 　副議長
６日	 第61回滋賀県消防操法訓練大会操法練習開始式	
　　　　 議長、副議長、総務常任委員長、錦戸、川東、松田、柚木
９日	 政策立案・政策提言研修会　議長、議会力向上特別委員
14日	 第44回日野町消防団ポンプ操法訓練大会	
	 議長、総務常任委員会委員長・副委員長
20日	 南比都佐幼稚園お別れ会 　議長、柚木
25日	 日野小学校６年生議会見学　議長、副議長、総務常任委員、西澤
26日	 第73回日野地区労働組合協議会定期大会　松田、山本、加藤

６月

１日	 第97回「日野地区メーデー」　松田、加藤
２日	 日野祭宵宮見学、都市間交流懇談会 　議長、副議長
12日	 南比都佐小学校６年生議会見学　議長、副議長、総務常任委員
15日	 第38回日野第二工業団地企業協議会総会　議長、中西
20日	 （仮）国道307号安部居バイパス現地視察	
	 議長、副議長、産業建設常任委員会委員長・副委員長
21日	 日野町商工会第66回通常総代会　議長、産業建設常任委員会副委員長
25日	 日野観光協会総会　副議長
26日	 令和８年度町村議会議長・副議長全国研修会　議長、副議長
26日	 日野川改修期成同盟会定期総会　産業建設常任委員長
27日	 国道307号改良促進協議会総会　副議長
28日	 県道西明寺安部居線改良促進期成同盟会総会	
	 産業建設常任委員長、髙橋、加藤、後藤
31日　西大路幼稚園お別れ会 　総務常任委員長、野矢、山本

５月

議員議員のうごき

議員議員のうごき
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９
月
定
例
会
議（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

９
月
１
日
（
提
案
説
明
）　　
11
日
（
質
疑
）

　
　
14
日
・
15
日
（
一
般
質
問
）　

　
　
29
日
（
委
員
長
報
告
・
採
決
）

　
議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
は
が
き
や
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
毎
号
２
～
３
通
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
く

だ
さ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声

は
編
集
に
携
わ
る
７
名
の
委
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

で
す
。「
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
求
に
応
え
ら
れ
て
い
る

か
」「
ど
う
す
れ
ば
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

か
」
を
毎
回
話
し
合
い
、
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
議
会
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
委
員
一
同
、
よ
り
良
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

松
田　
洋
子

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

反
映
し
、分
か
り
や
す
く・読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、

ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

　

日
野
町
は
「
近
江
日
野
商
人
と
花
の
ま
ち
」「
歴

史
・
文
化
の
ま
ち
」
と
し
て
、
町
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
続
け
、令
和
６
年
に
は
『
め
ぐ
み
・
も
の
の
ふ
・

に
ぎ
わ
い
・
い
の
り
』
を
柱
と
し
た
日
野
町
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
歴
史
と
文
化
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
５
月
３

日
の
『
日
野
祭
』
を
は
じ
め
、
当
町
に
は
国
・
県
・

町
指
定
文
化
財
が
91
件
あ
り
、
豪
華
な
曳
山
は
町
の

誇
り
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
文
化
財
の
保
存
や
修
復
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
あ
り
、
管
理
に
携
わ
る
方
々
の
負
担
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
日
野
町
と
し
て
も
国
や
県

に
対
し
支
援
を
強
く
求
め
て
お
り
、
議
会
議
長
と
し

て
も
直
接
、
滋
賀
県
知
事
へ
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
次
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
大
切
な
責
務
で
す
。

　
例
え
ば
「
奈
良
県
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
建
造

物
修
復
」
や
「
彦
根
市
の
彦
根
城
・
玄
宮
園
の
高
橋

（
た
か
ば
し
）改
修
」、「
京
都
市
の
町
家
保
存
・
修
理
」

の
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、

広
く
関
心
と
支
援
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
も
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
、
地
域
の
文

化
財
を
守
り
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
着
実
に
進
め
て

参
り
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を

�

次
世
代
へ

国道307号安部居バイパス(仮称)の実現にむけて国道307号安部居バイパス(仮称)の実現にむけて
　去る５月20日、国道307号安部居バイパス（仮称）の実現に向けた現地視察が行われました。当日は県庁担
当課や東近江土木事務所の幹部、地元県議会議員、当町からは副町長をはじめ建設計画課、議会からは議長、
副議長、産業建設常任委員会委員長、副委員長が参加しました。
　この計画は国道307号安部居地先の(株)ダ
イフク進入路付近から大谷運動公園付近まで
の約2.8㎞の区間に新たな道路を建設し、バイ
パス化するものです。慢性的な交通渋滞緩和に
加えて、冬季における道路環境改善の必要性が
あります。「道は血管、交通は血流」その言葉の
意味を再度認識し、計画実現にむけて日野町議
会でも前向きに研究を進めていきます。

議

長

コ

ラ

ム

▶
現
地
視
察
の
様
子

　（
㈱
ダ
イ
フ
ク
進
入
路
付
近
）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

５月12日に南比都佐小学校、 　　　　　　
６月25日には日野小学校の６年生が

　　　　　　　　　議会見学に来てくれました

日野町消防団ポンプ操法訓練大会

　子どもたちに「この町が好き
ですか？」と尋ねると、ほとん
どの子が元気よく手を挙げてく
れます。しかし「大人になって
もこの町に住み続けますか？」
と聞くと手を挙げる子は少なく
なりました。後の質問にも皆の
手が挙がるような町にすること
が、私たち議員の役割だと改め
て思い直しました。

　６月14日、日野消防署にて第44回日野町消防団
ポンプ操法訓練大会が実施され、関係する議員が出
席しました。県大会出場チームの模範演技の後、ポ
ンプ車の部４チーム、小型ポンプの部５チームの競
技が行われました。地域の皆さんやご家族の応援の
中、各チームとも訓練の成果を遺憾なく発揮され、
充実した訓練大会となりました。

　 ５月25日、日野町林業センターにて日野観光協
会の総会が40名余りの参加のもと開催され、議員も
会員として出席しました。中村幸太郎会長のあいさ
つの後、議案書に基づき進められ、議員として参加した事業を振り返りながら、
町のさらなる発展と活性化の一助として、観光協会の存在を改めて認識した次
第です。町の観光事業に積極的に関わり、参加することの重要性を改めて確認
しました。

日野観光協会の　　
　　総会に参加

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

見学

大会

式典式典

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。議会事務局へ郵送・メールまたはご持参願います。
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